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ＲｕｂｙＣｉｔｙＭＡＴＳＵＥプロジェクト事業費

（数値目標の目標年度）
市内企業Ruby売上高：2029（R11）年度、市内Rubyエンジニア数：2023（R5）年度
IT従事者数：2023（R5）年度

　地域再生の活路を見出すため、本市に蓄積する知的財産や地域資源を活かした取組として本市発のプログラミング言語「R
uby」を核とした「Ruby City MATSUE プロジェクト」を展開し、「Rubyのまち」としての地域ブランド創生を目指す。 
　産・学・官で構成される団体を核とした地域資源プラットフォームを形成し、地域価値創造に取組み、「Ruby」を活用し
た地域ブランド戦略化を図るとともに、人材育成を行いながら、本市IT産業の振興に繋げていく。  
　また今後、地元IT企業の更なる成長、地元他業種企業と連携による相互成長、成長性評価の企業誘致、起業・新ビジネス
創出、地元企業のDX化（デジタル技術による経営革新）を推進する施策を加えて推進する。

●情報発信(5,700千円）
RubyWorldConference（オン

ライン）開催、RubyPrize（オ
ンライン）開催
●人材育成(4,849千円)
Ruby人材育成補助金(島大・

高専)、技術者認定資格取得助
成、学生向けハッカソン開催、
松江オープンソース活用ビジネ
スプランコンテスト開催
●全市立中学校、一部の小学校
でRuby授業実施

●情報発信(5,700千円）
RubyWorldConference開催、RubyPriz
e開催
●人材育成(4,718千円）
Ruby人材育成補助金(島大・高専)、

技術者認定資格取得助成、学生向けハ
ッカソン開催、松江オープンソース活
用ビジネスプランコンテスト開催
●全市立中学校、小学校の一部でRuby
授業実施
●Ruby City MATSUEプロジェクト2.0計
画を策定

●Ruby City MATSUEプロジェクト2
.0計画に基づき施策を実施

●松江オープンソースラボを拠点としながら、コロナ禍に
対応する新しいスタイルでの交流の場づくり、イベントや
メディアを通じた情報の発信など「Rubyのまち」としての
シティプロモートを継続する。
●人材の裾野を広げるため、教育機関と連携し、プログラ
ミング教育の充実に向けた環境整備、地元IT企業との交流
機会の増加など、人材の育成と地元定着を図る。
●従来の取り組みに、IT産業の成長を地元他産業の成長や
新ビジネスの創出に波及させる施策加えた次代のプロジェ
クトを展開する。

●15年にわたるプロジェクト実施により「Rubyのまち」としての
評価は定着し、人材育成・企業誘致・雇用創出の好循環が生まれ
、県外からの進出企業・ソフト系IT企業の従業者数、開発件数、
売り上げは増加してきたものの、近年は微減に転じている。
●IT技術者の人材不足は緩和傾向にあるとはいえ、依然として求
める人材を十分に提供できていない。 
●コロナ禍により従来のコミュニティ活動やイベントの中止、オ
ンライン化が続いており、コロナ禍にも対応したIT人材の交流方
法が求められている。
●IT企業と他産業との交流や連携が十分とは言えず、企業の成長
や新ビジネス創出にまで至るケースが少ない。

Ruby人材の育成とIT企業の集積を促進するこ
とで、市場競争力のある新たなソフトウェア
や新技術、新商品の開発につなげ、IT産業の
振興と雇用拡大を図るとともに、IT産業発の
地域経済好循環を実現する。

・Ruby人材の育成、裾野拡大
・育成した人材の地元企業への就職拡大
・地元IT産業の持続的なレベルアップ
・Ruby City MATSUEプロジェクト2.0の推進

市内企業Ruby売
上高（百万円）

市内Rubyエンジ
ニア数（人）

IT従事者数（人
）

1,610

350

1,200

1,700

385

1,225

1,790

419

1,250

2,330

419

1,250

10,549

10,549
10,549 18,143

しごとづくり

あの面白い企業、松江発って知ってる？

Ruby　City　MATSUEプロジェクト事業

4～3月

4～3月

7月

11月

12月

2月

2月

島根大学、松江高専での人材育成

小中学校でのRubyを活用した授業

次期プロジェクト2.0計画策定開始

RubyWorldConference、RubyPrize

松江City Hack!!

ビジネスプランコンテスト

松江Kosen Hack!!

報償費

旅費

需用費

使用料及び賃借料

負担金補助及び交付金

216

45

5

95

10,057

産業経済部産業支援センター

18,143

18,143

10,418

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

産業経済部産業支援センター　ＲｕｂｙＣｉｔｙＭＡＴＳＵＥプロジェクト事業費令和4年度

その他（協力、連携など）
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アクションプラン推進事業費（新型コロナウイルス対策事業）

（数値目標の目標年度）
新分野チャレンジ：2029（R11）年度、設備導入・IT等導入：2024（R6）年度
※R4計画、目標値は「アクションプラン推進事業費」分も含む。R5計画は事業実施未定のため未記載。

事業者が、新型コロナウイルス対策も含めて「第４期松江市ものづくりアクションプラン（2022～2024）」に基づく「生産性向
上・新市場開拓」「新ビジネス創出」等に取り組む場合に、「アクションプラン推進事業（新型コロナウイルス対策事業）」の支
援対象とし、補助率や補助上限額を拡大して支援を行う。

●本事業対象となる支援
【生産性向上・新市場開拓】設備導入、人材育成・確保、現場改善（感染症対策）、IT等導入、販路開拓（Web商談）
【新ビジネス創出】プロジェクト連携、新製品・新分野チャレンジ

【参考】※別の細々目で支援
・「製造業緊急販路拡大等支援事業費（
新型コロナウイルス対策事業費）」「製
造業緊急現場改善支援事業費（新型コロ
ナウイルス対策事業費）」について令和
２年度繰越事業として支援を実施。
【支援実績】
　　66件、84,397千円

・「ものづくりアクションプラン（新型
コロナウイルス感染症特別対策版）」に
基づき、コロナ禍に対応した「新市場開
拓」「人材育成」等について支援。
【支援実績】
　　41件、50,245千円

●事業者が、新型コロナウイルス対策
も含めて以下に取り組む場合、補助率
や補助上限額を拡大して支援する。
(1)設備導入
(2)人材育成・確保
(3)現場改善（感染症対策）
(4)IT等導入
(5)販路開拓（Web商談）
(6)プロジェクト連携
(7)新製品・新分野チャレンジ

【実績見込み（計画）】
　　42件、62,000千円

●「第4期ものづくりアクションプラン（2022～20
24）」の取組目標「アフターコロナを見据えた『
変化に強い企業づくり』」に基づき、市内製造業
毎の実情にあわせた柔軟な支援を進めていく。
●コロナ禍に対応した設備導入等については、補
助率や補助上限額を拡大して支援を実施する。

●引き続きコロナ禍の不透明な状況が継続すると
考えられており、今後取組んでいく「第4期ものづ
くりアクションプラン（2022～2024）」の支援策
でも新規設備導入や展示会出展等について、市内
製造業の経営者が慎重になっているとみられる。
●当面感染拡大が続くリスクを前提とした経営手
法が求められ、市内製造業毎の実情にあわせた支
援が必要。

　新型コロナウイルス感染症の影響下におい
ても、国内外に強い競争力を持つ中小企業群
を実現することを目的に、ものづくり産業の
振興を図り、雇用の増加や地域経済の発展・
成長につなげていく。

●新市場開拓・生産性向上
●新ビジネス創出

新分野チャレン
ジ支援件数（件
／年）

設備導入支援件
数（件／年）

IT等導入支援件
数（件／年）

9

2

25

10

6

30

15

0
0 62,000

しごとづくり

あの面白い企業、松江発って知ってる？

ものづくりアクションプラン推進事業

4月～3月 各補助金随時募集

負担金補助及び交付金 62,000

産業経済部産業支援センター

62,000
62,000

0
0

62,000

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

産業経済部産業支援センター　アクションプラン推進事業費（新型コロナウイルス対策事業
）令和4年度

補助・助成

第2次総合戦略
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アクションプラン推進事業費

（数値目標の目標年度）
新分野チャレンジ：2029（R11）年度、設備導入・IT等導入：2024（R6）年度
※R4計画数値は「アクションプラン推進事業費（新型コロナウイルス対策事業）」分も含む。

ものづくり産業の振興を図るため、「第４期松江市ものづくりアクションプラン（2022～2024）」に基づき、「アフターコロナを見据えた『変化
に強い企業づくり』」を取組目標として、(1)生産性向上・新市場開拓、(2)新ビジネス創出、(3)小規模事業者事業継続などについて補助支援を行
う。

●第４期松江市ものづくりアクションプラン（2022～2024）の補助支援制度
(1)生産性向上・新市場開拓：設備導入、人材育成・確保、現場改善、IT等導入、販路開拓
(2)新ビジネス創出：プロジェクト連携、新製品・新分野チャレンジ
(3)小規模事業者事業継続：小規模事業者支援

●「第３期ものづくりアクショ
ンプラン(2019～2021)」に基づ
き、『地域を支える生産性の高
い企業づくり』を目標に、設備
導入、ソフトウェア導入等を支
援（３年目）。
【支援実績】
　　109件、35,194千円。

※※参考※※
・別の細々目で、新型コロナウ
イルス対策の支援を実施

●「第４期ものづくりアクションプラン
（2022～2024）」に基づいて『アフター
コロナを見据えた変化に強い企業づくり
』を目標に、以下の取り組みを支援。
(1)生産性向上・新市場開拓
(2)新ビジネス創出
(3)小規模事業者事業継続

【実績見込み（計画）】
　　100件、40,000千円
●あわせて「ものづくり企業・IT企業連
携」「IT活用アドバイザー派遣」「工場
見学相総合相談」「外国人雇用相談」な
どに取り組み、IT化や人材確保などを支
援

●「第4期ものづくりアクションプ
ラン（2022～2024）」に基づいて
、引き続き支援策を実施する。

●企業訪問をベースに「第4期ものづくりアクショ
ンプラン（2022～2024）」に基づき、市内製造業
毎の実情にあわせた柔軟な支援を進めていく。
●本事業とは別にコロナ禍に対応した設備導入やW
eb商談事業等については、「ものづくりアクショ
ンプラン（新型コロナウイルス対策事業）」によ
り実施していく。

●引き続きコロナ禍の不透明な状況が継続すると考
えられており、今年度より取り組む「第4期ものづく
りアクションプラン（2022～2024）」の支援策でも
新規設備導入や展示会出展等について、市内製造業
の経営者が慎重になっているとみられる。
●当面感染拡大が続くリスクを前提とした経営手法
が求められ、市内製造業毎の実情にあわせた支援が
必要。

　国内外に強い競争力を持つ中小企業群を実
現することを目的に、ものづくり産業の振興
を図り、雇用の増加や地域経済の発展・成長
につなげていく。

●新市場開拓・生産性向上
●新ビジネス創出
●小規模事業者の事業継続

新分野チャレン
ジ支援件数（件
／年）

設備導入支援件
数（件／年）

IT等導入支援件
数（件／年）

9

2

25

10

4

30

15

6

30

15

35,202

35,202
35,202 40,229

しごとづくり

あの面白い企業、松江発って知ってる？

ものづくりアクションプラン推進事業

4月～3月

10月・3月

各補助金随時募集

ものづくり振興会議（2回）

報償費

旅費

使用料及び賃借料

負担金補助及び交付金

213

5

11

40,000

産業経済部産業支援センター

40,229
0

30,000
10,229

40,229

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

産業経済部産業支援センター　アクションプラン推進事業費令和4年度

補助・助成

第2次総合戦略
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ＭＡＴＳＵＥ起業エコシステム推進事業費

（数値目標の目標年度）
創業数：2030（R12）年度、創業支援相談件数：2029（R11）年度、 起業等の事業化件数：2024（R6）年度

(1)コンソーシアム設立・運営
エコシステム推進主体となる「（仮称）MATSUE起業エコシステムコンソーシアム」を産学官金の関係機関で設立・運営
(2)コミュニティ運営・起業等相談支援・支援機関教育
コンソーシアム内に設置する起業・新ビジネス創出の支援チーム「ＭＩＸ（ミックス）」で実施
(3)アントレプレナーシップ（起業家精神）教育
コンソーシアム内に設置する実行委員会で高校生・大学生を対象に実施
(4)プロモーション
「『挑戦したい』を応援する松江」として市内外に情報発信

※エコシステム：起業や新ビジネスの連続的な創出と循環を、産学官金連携で支援する仕組み

１．コンソーシアム設立・運営
２．コミュニティ運営・起業家相談支
援・支援機関研修
（１）コミュニティ運営：HP運営、Web
プラットフォーム構築
（２）起業家相談支援：相談支援、講
演会・交流会企画
（３）支援機関研修：起業家支援のノ
ウハウを学ぶ支援機関向け研修
３．アントレプレナーシップ教育
・起業・新ビジネス創業体験プログラ
ム（高校生・大学生別）
４．プロモーション
・動画制作、Web・メディア活用

●R4結果を基に下記をブラッシュアッ
プして実施
１．コンソーシアム運営
２．コミュニティ運営・起業等相談支
援・支援機関研修
（１）コミュニティ運営：HP運営、We
bプラットフォーム構築
（２）起業家相談支援：相談支援、講
演会・交流会企画
（３）支援機関研修：起業家支援のノ
ウハウを学ぶ支援機関向け研修
３．アントレプレナーシップ教育
・起業・新ビジネス創業体験プログラ
ム（高校生・大学生別）
４．プロモーション
・Web、メディア等を活用して情報発
信

●チャレンジャーファーストを基本姿勢として、
「産官学金が連携したノウハウ」「気軽で良質な
コミュニティ」「チャレンジが特別でないカルチ
ャー」を提供する社会システムを整える

●支援機関がそれぞれで起業支援しており、窓口
や支援が一本化されていない。支援姿勢やノウハ
ウにばらつきがある。
●先輩の起業家や支援者に「出会う」「相談する
」コミュニティ、仲間づくりができるコミュニテ
ィがない。
●地域にアントレプレナーシップ（起業家精神）
やそれを支援する機運が未醸成。

起業や新ビジネスの創出環境や魅力的な就業
環境を整え、雇用や新産業を生み出し、地域
経済の好循環、若い世代の定住やUIターンに
つなげ、地方創生を実現する。

起業や新ビジネス創出を志す者の挑戦を、地
域の産学官金がノウハウを提供しあいながら
実現まで支援する環境「MATSUE起業エコシス
テム」を形成する。

創業数（新設法
人数）（社）

創業相談支援件
数（件）

起業等の事業化
件数（件）

134

720

105

770

2

110

870

5

145

1,470

9

0
0 20,000

しごとづくり

あの面白い企業、松江発って知ってる？

MATSUE起業エコシステム推進事業

4月

4月

5月

今秋

通年

通年

コンソーシアム設立の検討開始

アントレプレナーシップ教育事業開始

MIXPoC事業開始

コンソーシアム設立

MIX運営

プロモーション

委託料

負担金補助及び交付金

12,000

8,000

産業経済部産業支援センター

20,000
10,000

0
10,000

20,000

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

産業経済部産業支援センター　ＭＡＴＳＵＥ起業エコシステム推進事業費令和4年度

協議会

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

松江工芸品の魅力発信と担い手育成事業費

①プロデュース・流通・販売を一貫して担う地域商社の創出を目指して、地域内外のクリエイティブ人材・作り手・地域おこし協
力隊が連携する体制を作る
＊かんべの里工芸ショップの企画・運営を通した人材育成（アドバイザー招致）
②松江工芸のブランドコンセプトを明確にして発信し、作り手によるブランドマークの活用を促進する
③クラフトフェア、販売店舗の増加、手仕事マップで回遊性を高め、認知度と経済力をアップ
④異業種交流や付加価値創出を目指したワークショップの開催により、情報交換や作り手をサポートできる人材とのマッチング
（数値目標の事業年度）
項目名　展示商談会における商談成立者数(増加分)：2024(R6)年度、項目名　ｸﾗﾌﾄﾌｪｱ参加の作家人数(増加分)：2023(R5)年度、項
目名　出雲かんべの里工芸ショップ及びクラフト展（丘のクラフト展、新規クラフトフェア）での工芸品販売額：2029(R11)年度

R2から引き続き、首都圏に販路を
もつディレクターを配置し、工芸
作家への情報提供・助言・販路開
拓サポートを実施（セミナー、工
房訪問等）。松江工芸のブランド
コンセプトを明確とするコンセプ
ト文・ロゴの作成と、魅力を発信
するWEBサイトが完成。出雲かん
べの里内ショップの立ち上げから
運営、商品セレクト、販売等のサ
ポートを実施。新規クラフトフェ
ア（CRANUMA）では、36名の作家
の作品が興雲閣に集まり、約750
名のお客様にご来場いただいた。

〇人材育成とネットワークの構築
〇松江工芸のブランディング
〇クラフトフェアの開催
〇異業種ネットワークによる付加価値
創出

〇人材育成とネットワークの構築
〇クラフトフェアの開催
〇手仕事マップの作成
〇異業種ネットワークによる付加
価値創出

・伝統を誇りに感じながら新たな挑戦を重ねる若い作
り手を増やす
・作り手と使い手を繋ぐ場や商品開発をプロデュース
できる事業者を増やす
・工芸品や、クラフトフェアが松江の新たな魅力とな
るよう取り組む
・工芸の魅力を観光誘客につなげる
・作り手を目指す人や工芸に関連する人材の松江移住
へつなげる

①付加価値を付けて使う人に渡す「繋ぎ」の機能が不足し
ているため工芸の地域商社が必要
②個々で活動していることから地域産業としての認知度が
低いため松江工芸としてのブランディングと発信が必要
③展示販売する場所が市内にないため認知されず経済的に
厳しいため知ってもらい、買ってもらう場の増加が必要
④情報交換や相談する仕組みがないことがコロナ禍で一層
深刻なため、新たな発想を生む情報交換や繋ぎの場・異業
種のサポートが必要。

手仕事の価値に光を当て、国内外に発信する
ことで、若い世代の希望を生み出す個性豊か
で地域の特色を生かした産業と雇用の創出に
繋げる。

・地域商社立ち上げに向けた人材育成とネット
ワーク構築
・ 松江工芸のブランディング
・ 工芸品を知って購入する機会づくり
・ 異業種ネットワークによる付加価値創出

展示商談会にお
ける商談成立者
数(増加分)

ｸﾗﾌﾄﾌｪｱ参加の作
家人数(増加分)

工芸品販売額(千
円)

0

52

3,949

5

30

5,370

5

30

6,495

22

100

13,300

4,900
2,450

2,450
4,900 4,900

しごとづくり

あの面白い企業、松江発って知ってる？

松江工芸の魅力発信と担い手育成事業

通年

随時

12月

5月～3月

ネットワークの構築

ブランドコンセプトのPR

クラフトフェアの開催

異業種とのコラボレーションによる新商品開発

委託料 4,900

産業経済部商工企画課

4,900
2,450

0
2,450

4,900

計画目標に向かって概ね順調2

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

産業経済部商工企画課　松江工芸品の魅力発信と担い手育成事業費令和4年度

委託

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

商業活性化支援事業費補助金

地域において工夫した商業の新たな仕組みづくりや地域商業の活性化、商業機能の維持・向上などの積極的
な取り組みを支援することによって地域経済の活性化と商業の振興に寄与する。
①松江市中心市街地活性化基本計画（以下、基本計画）で設定された区域内や商工会管内の一部地域の空店
舗に出店する際の家賃等への補助（チャレンジショップ事業）
②買物不便地域解消につながる取り組みへの補助（買物支援事業）

（数値目標の目標年度）
項目名　空き店舗等への新規出店件数：2029(R11）年度

チャレンジショップ事業は新規
で１２事業者、継続で６事業者
に対して補助。
買物支援事業は１事業者に対し
て補助。

・「まちのRe‐project事業」と連携を
図り、遊休不動産を活用したリノベー
ションを進める。
・商工会議所、商工会と連携し経営支
援の充実を図る。
・買物支援事業によって買物不便地域
の解消に繋げていく。

・「まちのRe‐project事業」と連
携を図り、遊休不動産を活用した
リノベーションを進める。
・商工会議所、商工会と連携し経
営支援の充実を図る。
・買物支援事業によって買物不便
地域の解消に繋げていく。

新規出店する事業者や空き店舗を抱える商店街等
のニーズを把握しながら、より使いやすい支援内
容となるよう、随時検討していく。
また、支援した事業者の定着率向上に向け、出店
当初の計画作成から事業着手後のフォローについ
ても引き続き商工会議所・商工会等と連携しサポ
ートを行っていく。

補助対象エリアや地域商業機能の維持に必要とさ
れる業種の認定等、制度の見直しを逐次図ってい
くことで、新規出店者への支援を実施し、地域商
業機能の維持に一定の役割を果たした。一方で支
援した事業者が地域に定着し、持続的に地域商業
の活性化に寄与できるように、事業の定着率向上
へ向けたサポートを実施していく必要がある。

人口減少やネット通販の発達など地元商業者
にとって厳しい商業環境であるが、意欲ある
商業者に対し支援することで、商業機能の維
持・拡大を図る。

・空店舗の解消による商業機能の維持・向上
・地域経済の活性化
・買物不便地域の解消

空き店舗等への
新規出店件数

11 10 10 10

14,552
7,269

0
7,283
14,552 21,000

しごとづくり

こんなに面白い商店街って松江にしかない

空き家・空き店舗などの有効活用によるまちづくりの推進

R4年10月

R5年3月

R5年4月

補助金交付

県補助金請求

補助金交付

負担金補助及び交付金 21,000

産業経済部商工企画課

21,000
10,500

0
10,500

21,000

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

産業経済部商工企画課　商業活性化支援事業費補助金令和4年度

共創の手法になじまない

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

空き家利活用・適正管理促進事業費

【数値目標の目標年度】
空き家バンク新規登録件数：2029(R11)年度、空き家バンク等に活用件数：2026(R8)年度、老朽空家等に対する措置：2026(R8)年度
【事業内容】
○空き家に関する総合相談支援事業（空き家に関する様々な相談にワンストップで対応できる相談窓口を設置する。）
○空き家バンク事業(空き家の所有者と購入希望者のマッチングを行う。)
○中古木造住宅改修及び除却支援事業（中古木造住宅の取得者が行う改修や除却に対しその費用の一部を補助する。）
○老朽空家等改善指導及び除却支援事業（老朽空家等の所有者に対し、必要な措置を講ずるよう指導等を行う。また、所有者が除却をする際の除却費の一部
を補助する。）
○空き家再生等推進事業（空き家を地域活性化のための交流施設などに活用に対する改修費の一部を補助する。）
○小規模住宅団地整備補助事業（(小規模団地の開発者に対して開発道路整備費や既存空き家除却費の一部を補助する。R2年度からは、中心市街地のみなら
ず、郊外拠点部も対象とする。）
○空き家対策総合支援事業（空き家を除却し跡地を地区の交流スペースや防災空地の利用に対する除却費の一部を補助する。）
○松江市空家等対策協議会（本市に必要な施策等について協議する。）

○空き家バンク事業
登録 5件、成約4件

○中古住宅改修・除却補助金
改修 10件、建替除却 10件

○老朽空家等の除却支援 3件
○空家等対策計画策定

○空き家に関する相談支援事業
問題解決件数50件

○空き家バンク事業
登録 30件、成約26件

○中古住宅改修・除却補助金
改修 18件、建替除却20件

○老朽空家等の除却支援 6件
○空き家再生等推進事業3件
○小規模住宅団地整備事業
整備支援3件

○空き家対策総合整備事業
整備支援2件

○空き家に関する相談支援事業
問題解決件数50件

○空き家バンク事業
登録 30件、成約26件

○中古住宅改修・除却補助金
改修 18件、建替除却20件

○老朽空家等の除却支援 6件
○空き家再生等推進事業3件
○小規模住宅団地整備事業
整備支援3件

○空き家対策総合整備事業
整備支援2件

（１）空き家バンクの成約数を伸ばして利活用を
促進するため、「①総合相談窓口での相談者や出
前講座・終活セミナーなどの受講者への働きかけ
」、「②空き家の利活用に関する冊子の作成・配
布」などを行っていく。
（２）市ホームページや市報での広報のほか、各
地区の実情に合った情報発信を行っていく。

（１）「空き家バンク」登録物件の成約率は80％
以上と高いが、登録件数が少ないため、登録物件
を増やし、空き家や中古住宅の流通を促進する必
要がある。
（２）「空き家バンク」を含め各補助事業の周知
が不足している。

○利活用や適正管理が行われていない空き家
の減少を図ることで、地域の活性化及び安心
して暮らし続けられる住環境を確保する。
○老朽空家等の周辺の生活環境を回復し、安
全に安心して生活できる環境を確保する。

｢松江市空家等対策計画｣に基づき、空き家バ
ンクや空き家関連補助事業等により、空き家
の利活用と適正な管理の促進を図る。

空き家バンク新
規登録件数（件
）

空き家バンク等
による活用件数
（件）

老朽空家等に対
する措置（件）

5

14

3

30

44

6

30

44

6

30

44

6

29,169
6,167

1,000
22,002
29,169 29,421

しごとづくり

こんなに面白い商店街って松江にしかない

空き家・空き店舗などの有効活用によるまちづくりの推進

通年

通年

通年

通年

空き家バンク及び各種補助金事業

空き家に関する総合相談支援
利用可能な空き家の活用促進（所有者等への活用案内等
）
老朽空家等の所有者への除却等を含む管理に対する指導
等

報酬

職員手当等

共済費

旅費

需用費

役務費

委託料

負担金補助及び交付金2,172

395

377

24

230

91

1,632

24,500

都市整備部建築住宅課

29,421
9,983

1,000
18,438

29,421

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

都市整備部建築住宅課　空き家利活用・適正管理促進事業費令和4年度

その他（協力、連携など）

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

まちのＲｅ－ｐｒｏｊｅｃｔ事業費

リノベーションまちづくりとは、空き家や空き店舗などのまちの潜在資源を活用して、民間主導で地域の
経営課題を解決するまちづくり手法である。「リノベーションまちづくりガイドライン」を印刷製本し、大
学や個人事業者、個店等へ配布するほか、プロモーション動画を作成し、広く周知を図ることで、リノベー
ションまちづくりへの理解と関心を深め、取り組みやすい環境づくりを進める。

・遊休不動産所有者への活用意
向の調査
・リノベーションスクール事前
講演会の開催（2回開催）
・リノベーションスクールの開
催（2ﾕﾆｯﾄ）
・リノベーションまちづくりガ
イドラインの策定
・リノベーションスクール案件
の実事業化に向けた支援

・ガイドラインの印刷製本・配布
・プロモーション動画の制作
・ガイドラインや動画による周知・啓
発
・遊休不動産の掘り起こし
・不動産オーナーへの協力依頼
・金融機関との連携
・フラットな情報共有の場づくり

・遊休不動産の掘り起こし
・不動産オーナーへの協力依頼

・中心市街地を主要なエリアとして遊休不動産活
用による起業や居住の促進を図る
・遊休不動産を活用しエリアに必要なコンテンツ
の創出を図る
・小規模な民間投資を連鎖的に呼び込むことによ
り雇用の創出を図るとともに、エリアの不動産価
値の上昇による魅力向上を目指す

・中心市街地等のまちなかの不動産が空き家、空
き店舗として遊休化したり、駐車場として低未利
用化するスポンジ化が進行
・建築物の除却・新築を中心とする市街地再開発
はリスクを伴うため、既存のストックを活用した
再生手法への転換が必要

都市マスタープランに位置付ける「既存スト
ックの有効活用」に向けて、地域の人材と遊
休資産の活用を図り、潜在的な地域の魅力を
見える化することで、まちなかの再生と市域
全体の活性化を目指す。

エリアリノベーションの推進により、実在の
遊休不動産を活用する実践事例をつくり、地
域の人材育成と遊休資産活用、雇用の創出、
居住の促進を図る。

都市再生推進法
人の認定数【累
計値】

空き店舗等への
新規出店数【単
年度値】

0

9

1

10

2

10

3

10

15,292
7,564

65
7,663
15,292 1,933

しごとづくり

こんなに面白い商店街って松江にしかない

空き家・空き店舗などの有効活用によるまちづくりの推進

4月～5月

6月～7月

6月～3月

6月～12月

9月

12月～3月

業務委託の発注・契約（印刷製本、動画制作）

ガイドラインの印刷製本

ガイドライン（冊子）の配布による啓発活動

プロモーション動画の制作

先進地への視察

冊子及び動画を利用しての啓発活動

旅費

需用費

委託料

18

929

986

都市整備部都市政策課

1,933
0

0
1,933

1,933

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

都市整備部都市政策課　まちのＲｅ－ｐｒｏｊｅｃｔ事業費令和4年度

その他（協力、連携など）

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

職人商店街創出事業費

職人商店街の創出を目指し、事業推進組織を設立し、ものづくり職人や商店街などへの働きかけや調整を行
い事業推進を図る。

職人商店街調査検討事業を実施。
・伝統的手づくり技術の調査とし
て、文献調査、識者への聞き取り
調査を実施。
・商店街の状況把握調査として、
４商店街へ聞き取り調査を実施。
・職人等の意向把握調査として、
12名の市内職人等へ調査を実施。
・プロデュース人材把握調査とし
て、域外のプロデューサーへの聞
き取り調査を実施。オンラインセ
ミナーを開催。
事業を推進する仕組みの構築にあ
たっての課題が見えてきた。

〇事業を推進する仕組みの構築
〇事業推進組織の立ち上げ、事業
　推進
・既存店舗のリノベーション促
進

・空き家や空き店舗を活用した
拠点づくり

〇事業推進組織による事業推進

令和３年度に実施した調査結果を踏まえて、事業
を推進する仕組みを構築し、事業推進に必要な事
業を検討、実施していく。

職人や商店街の現況を踏まえた課題の洗い出しや
事例研究に基づく成功要因分析を行い、必要な取
組を把握することが必要

中心市街地商店街の活性化

中心市街地に多彩な伝統工芸などが集まる「
職人商店街」の創出

数値目標になじ
まない

1,995

1,995
1,995 17,950

しごとづくり

こんなに面白い商店街って松江にしかない

空き家・空き店舗などの有効活用によるまちづくりの推進

4月～6月

7月～3月

商店街、店舗訪問

既存店舗リノベーション、拠点候補選定

委託料

負担金補助及び交付金

3,500

14,450

産業経済部商工企画課

17,950

17,950

17,950

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

産業経済部商工企画課　職人商店街創出事業費令和4年度

補助・助成

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

多面的機能支払事業費

農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るため、農地や水路・農道等の草刈りや泥上げ、農村環境の保
全、水路・農道等の補修や再整備を地域共同で行う活動にかかる経費について、面積に応じて一定額を交付する
。

（数値目標の目標年度）
項目名　対象農用地面積（ha）：2024（R6）年度
項目名　第1次産業新規就業者数（人）：2029（R11）年度

※農林水産業の新規就業者数の2022（R4）年度からの累計

【活動組織数】　　　
農地維持支払74件
資源向上支払(共同)62件
資源向上支払(長寿命)37件
【対象農用地面積】
農地維持支払　2,412ha
資源向上支払(共同)2,190ha
資源向上支払(長寿命)1,518ha

【活動組織数】　　　
農地維持支払74件
資源向上支払(共同)63件
資源向上支払(長寿命)37件
【対象農用地面積】
農地維持支払　2,413ha
資源向上支払(共同)2,222ha
資源向上支払(長寿命)1,518ha

【活動組織数】　　　
農地維持支払75件
資源向上支払(共同)64件
資源向上支払(長寿命)38件
【対象農用地面積】
農地維持支払　2,450ha
資源向上支払(共同)2,256ha
資源向上支払(長寿命)1,541ha

農地の維持保全、集落機能の活性化などを図るた
めに、引き続き事業の推進を図るとともに活動組
織の広域化を進め、活動の効率化や組織力の強化
を図る。

活動組織構成員の高齢化や後継者不足が課題であ
る。

地域が共同で行う多面的機能を支える農地維
持活動や地域資源（農地、水路、農道等）の
質的向上を図る資源向上活動を支援すること
で、集落環境の保全・維持、集落の活性化を
図る。

農地や水路・農道等の草刈りや泥上げ、農村
環境の保全、水路・農道等の補修や再整備を
地域共同で行う活動にかかる経費を支援する
ことで、農地の維持、荒廃農地の発生抑制を
図る。

対象農用地面積 
(ha)　

第1次産業新規就
業者数（人）

2,412

29

2,413

35

2,450

70

2,487

280

0
0 164,633

しごとづくり

松江産の食材がスーパーに増えた

地域と食を支える農林水産業の担い手づくり

4月

6月

8月

9月～12月

2月各組織から前年度実績報告

新規活動組織の活動計画書提出

補助金の交付（第1回）

対象農地の確認、面積の精査

補助金の交付（第2回）

報酬

職員手当等

共済費

旅費

需用費

役務費

委託料

負担金補助及び交付金438

179

101

11

128

57

1

163,718

産業経済部農政課

164,633
123,702

0
40,931

164,633

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

産業経済部農政課　多面的機能支払事業費令和4年度

補助・助成

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

中山間地域等直接支払事業費

中山間地域等において、集落等を単位に、農用地を維持・管理していくための協定を締結し、それにしたが
って農業生産活動等を行う場合に、面積に応じて一定額を交付する。　
事業期間：令和2年度～令和6年度（第5期対策）
（数値目標の目標年度）
項目名　対象農用地面積（ha）：2024（R6）年度
項目名　第1次産業新規就業者数（人）：2029（R11）年度

※農林水産業の新規就業者数の2022（R4）年度からの累計

・事業の継続、多面的機能支払
交付金と組合わせた事業推進を
進める。
活動組織数　47件
対象農用地面積　247ha

・事業の継続、多面的機能支払交付金
と組合わせた事業推進を進める。
活動組織数　47件
対象農用地面積　248ha

・事業の継続、多面的機能支払交
付金と組合わせた事業推進を進め
る。
活動組織数　47件
対象農用地面積　250ha

本事業の実施により、農業生産活動等を継続する
ための課題について話し合いを行う場を設けるこ
とで、課題の解決に取り組み、農用地の維持・管
理や農業生産活動の継続を図る。

中山間地域における農業者の高齢化や後継者不足
が課題である。

農業の生産条件が不利な地域における農業生
産活動を継続し、農地及び農村の保全を図る
。

農地の維持保全、集落機能の活性化などを図
るために、対象農用地面積の拡大を図る。ま
た多面的機能支払交付金と組み合わせた事業
推進も進める。

対象農用地面積
（ha）

第1次産業新規就
業者数（人）

247

29

248

35

250

70

259

280

43,090
29,881

13,209
43,090 44,780

しごとづくり

松江産の食材がスーパーに増えた

地域と食を支える農林水産業の担い手づくり

４～５月

６月

７月

７月

１０月

１月

現地傾斜測定

事業計画申請

事業計画認定

交付金支払（１回目）

現地確認

交付金支払（２回目）

需用費

役務費

委託料

負担金補助及び交付金

34

48

330

44,368

産業経済部農政課

44,780
31,160

0
13,620

44,780

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

産業経済部農政課　中山間地域等直接支払事業費令和4年度

補助・助成

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

新規就農施設等整備事業費（ハード）

県単事業で、新規就農者等が施設・機械整備を行うことについて支援するもの。
補助率：1/2（県1/3＋市1/6）

（数値目標の目標年度）
項目名　新規自営就農者数（人）：2029（R11）年度

※目標値については、R4からR11までの累計値とする。
項目名　第1次産業新規就業者数（人）：2029（R11）年度

※農林水産業の新規就業者数の2022（R4）年度からの累計

認定新規就農者等の就農計画（
5カ年）に従って整備予定の設
備等補助を行う。

4経営体　補助額　 6,884千円

認定新規就農者等の就農計画（5カ年）
に従って整備予定の設備等補助を行う
。

4経営体　補助額　10,748千円

認定新規就農者等の就農計画（5カ
年）に従って整備予定の設備等補
助を行う。

新規就農者が経営開始期に必要な設備投資を助成
し、初期投資に係る負担軽減を図る。併せて、県
やＪＡなど関係機関と連携し、就農者に対し栽培
技術指導などを行う。

農業者の高齢化や後継者不足が課題となっており
、新規自営就農者の確保・育成が求められている
中で、経営開始に伴う初期投資が負担となってい
る。

新規就農者等の早期営農安定及び活動促進を
図る。

必要な施設等整備を行う事業に対し、支援を
することにより、農業の担い手の育成確保を
行う。

新規自営就農者
数（人）

第1次産業新規就
業者数（人）

2

29

3

35

4

70

32

280

6,884
4,587

2,297
6,884 10,748

しごとづくり

松江産の食材がスーパーに増えた

地域と食を支える農林水産業の担い手づくり

5月

6月

内報通知

交付申請・交付決定

負担金補助及び交付金 10,748

産業経済部農政課

10,748
7,166

0
3,582

10,748

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

産業経済部農政課　新規就農施設等整備事業費（ハード）令和4年度

補助・助成

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

担い手対策事業費

①新規漁業者の漁船、漁業用機械・機器等の購入に必要な経費への補助（松江市水産業振興事業補助金交付
要綱　補助率：事業費の1/2以内、限度額：3年間で300万円）
②自営漁業者自立給付金（認定新規漁業者へ生活費の一部として給付金を交付する。給付金は、市から県と
市の給付金合計額を交付するもの）補助率：県1/2　市1/2　給付額：50歳未満1,200千円×5年間 50歳以上6
5歳未満600千円×2年間 （松江市自営漁業者自立給付金交付要綱）
③沿岸漁業スタートアップ事業補助金（松江市沿岸漁業スタートアップ事業補助金交付要綱　認定新規漁業
者が漁船等を整備する際にその経費の一部を助成するもの。補助金は市から県と市の合計額を交付する。補
助率：県１/３（上限1,000千円）市１/３（上限1,000千円）

自営漁業者自立給付金（4件）
沿岸漁業スタートアップ事業補
助金（1件）
新規漁業者向けＰＲ動画作成業
務委託

自営漁業者自立給付金（5件） 
沿岸漁業スタートアップ事業補助金（
２件）

予算要求時期（9月）に漁協等へ聞
き取りのうえ策定予定。

・若手漁業者の参入に対し、安心して着業できる
よう、初期の設備投資などに対する支援を充実さ
せていく。
・漁業の複合経営により安定的な経営及び所得の
向上が期待できるため、新たに養殖漁業等の複合
経営に取り組むための経費について支援を行う。

・漁業者の高齢化、資源量の減少などにより、漁
獲量は年々減少し、漁家所得の不安定さは増々深
刻な問題となっている。漁業就業者を増やすため
、安定的な経営に向け、対策を講じる必要がある
。

本市の水産業を推進し、漁家所得の向上や安
定化、漁村地域の活性化により、将来にわた
って漁業の持続的な発展を図るもの。

・漁業就業者数の増加
・漁村地域の活性化

漁獲量（ｔ）(海
面・宍道湖・中
海）

漁業就業者数（
人）

8,460

907

8,773

926

9,086

945

9,400

964

7,298
3,400

3,898
0

7,298 10,000

しごとづくり

松江産の食材がスーパーに増えた

地域と食を支える農林水産業の担い手づくり

4月～3月

4月～3月

自営漁業者自立給付金

沿岸漁業スタートアップ補助金

負担金補助及び交付金 10,000

産業経済部水産振興課

10,000
5,000

5,000
0

10,000

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

産業経済部水産振興課　担い手対策事業費令和4年度

補助・助成

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

ハウス等整備事業費

農業用ハウス（リースを含む。）の整備に係る初期投資の軽減を図ることで、担い手を確保し、生産を拡大する。
補助率　2/3（県1/3+市1/3）

※リースハウス事業
JAしまね くにびき地区本部が事業主体となり、県の補助事業を活用して農業用ハウスを整備し、生産者にリースする。当該ハウスはリース期間終
了後、生産者に譲渡される。

（数値目標の目標年度）
項目名　整備するハウスの棟数（棟）：2024（R6）年度

※目標値については、R4からR6までの累計値とする。
項目名　第1次産業新規就業者数（人）：2029（R11）年度

※農林水産業の新規就業者数の2022（R4）年度からの累計

ブドウ栽培用リースハウス1棟
を整備する。

ブドウ栽培用リースハウス1棟を整備す
る。

農業用ハウス３棟を整備する。

県の補助事業を活用し、農業用ハウスを整備をす
るとともに県、JAと連携して、就農者に対し栽培
技術指導などを行う。

新規自営就農者や認定農業者の経営発展に必要な
農業用ハウスの整備に要する初期投資が負担とな
っている。

農業における担い手の確保及び生産拡大を推
進する。

新規自営就農者や認定農業者の経営発展に必
要な農業用ハウスを整備する。

整備するハウス
の棟数（棟）

第1次産業新規就
業者数（人）

1

29

1

35

3

70

7

280

4,667
2,333

2,334
4,667 5,514

しごとづくり

松江産の食材がスーパーに増えた

地域と食を支える農林水産業の担い手づくり

5月

6月

内報通知

交付申請・交付決定

負担金補助及び交付金 5,514

産業経済部農政課

5,514
2,757

0
2,757

5,514

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

産業経済部農政課　ハウス等整備事業費令和4年度

補助・助成

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

新規就農者経営発展支援事業費

〇経営開始資金
新たに経営を開始する者に対して資金を助成。
対象者：経営開始時に49歳以下の認定新規就農者。　支援額：12.5万円／月（150万円／年）、最長３年間。

〇経営発展支援事業
就農後の経営発展のための機械・施設等の導入に対する支援。
対象者：49歳以下で令和４年度に新たに農業経営を開始する認定新規就農者。　支援額：補助対象事業費上限1000万円（経営開始資金の交付対象者は、500万円）　補
助率：3／4（国1／2＋県1／4）

(数値目標の目標年度）
項目名　新規自営就農者数：2029（R11）年度

※目標値については、R4～R11までの累計値とする。
項目名　第1次産業新規就業者数（人）：2029（R11）年度

※農林水産業の新規就業者数の2022（R4）年度からの累計

経営開始資金　2名
経営発展支援事業　3名
事業費総額　18,000千円

新規自営就農予定者（4名）に対し
、早期経営確立に向けた支援を行
う。

経営開始資金の支援などを行い、早期の経営確立
を図るとともに県、JAと連携して、就農者に対し
栽培技術指導などを行う。

農業者の高齢化や後継者不足が課題となっており
、新規自営就農者の確保・育成が求められている
中で、経営開始に伴う初期投資が負担となってい
る。

新規就農者を支援し、若い担い手の育成・確
保を図る。

経営開始資金及び機械・施設等の導入を支援
することで、新規就農者の早期経営確立を図
る。

新規自営就農者
数（人）

第1次産業新規就
業者数（人）

2

29

3

35

4

70

32

280

0

0
0 18,000

しごとづくり

松江産の食材がスーパーに増えた

地域と食を支える農林水産業の担い手づくり

5月

6月

内報通知

交付申請・交付決定

負担金補助及び交付金 18,000

産業経済部農政課

18,000
18,000

0
0

18,000

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

産業経済部農政課　新規就農者経営発展支援事業費令和4年度

補助・助成

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

地域ブランド産地育成事業費

〇目標達成のため各種事業を行う。
【そば】：刈り取り作業に係る経費の一部を補助する。
【大豆】：味噌の加工に使用される出荷量に応じ補助する。
【西条柿】：国内外の販路拡大等の取組を補助する。

（数値目標の目標年度）
項目名　「そば」の収穫量（ｔ）、「大豆」の作付面積（ha）：2024（R6）年度
項目名　産直販売額（億円）：2029（R11）年度、出典：松江市総合計画

【そば】天候等の影響が大きく
、昨年より収量が大幅に減少し
た。
【大豆】天候等の影響が大きく
、収量が例年より減少した。
【西条柿】天候等の影響が大き
く、収量は例年より減少したが
、販売単価が上がる見込み。

【そば】作付面積の増加並びに、反当
収量の増加を図る。
【大豆】作付面積の増加を図る。
【西条柿】国内外の販路拡大を図る。

【そば】作付面積の増加並びに、
反当収量の増加を図る。
【大豆】作付面積の増加を図る。
【西条柿】国内外の販路拡大を図
る。

【そば】そばの収量を上げるため、作付面積の増
加や質の向上を図る。
【大豆】国産大豆の需要は増加しており、作付面
積の増加を図る。
【西条柿】国内外への販路拡大等を支援する。

【そば】天候の影響が大きく、収量と質が不安定
。
【大豆】作付面積の減少。
【西条柿】国内外の消費者への販路の拡大。

松江産農産物のブランド化や高付加価値化を
支援し、安定的な農業経営を実現する。

松江産農産物の西条柿やそば、加工原材料の
大豆等の生産拡大及び販路拡大に取り組む。

そば収穫量（t）

大豆作付面積（h
a）

産直販売額(億円
)

22

45

7.6

70

50

7.6

75

55

7.8

80

60

8.2

9,960
0

0
9,960
9,960 9,431

しごとづくり

松江産の食材がスーパーに増えた

売れる農林水産物の生産振興と消費・販路拡大

8月

2月

3月

そば、大豆、西条柿の補助金申請

そば、大豆実績報告

西条柿実績報告、そば、大豆、西条柿補助金交付

報酬

職員手当等

共済費

旅費

負担金補助及び交付金

2,127

435

415

24

6,430

産業経済部農政課

9,431
0

8,000
1,431

9,431

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

産業経済部農政課　地域ブランド産地育成事業費令和4年度

補助・助成

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

松江大根島牡丹振興対策事業費

松江大根島牡丹の生産振興を図るため、以下の事業を実施する。
・国内外の販路拡大に向けた取組を支援。
・土壌病害虫対策として、消毒剤の購入に対する支援。
・新規就農者への苗の供給に対する支援。

（数値目標の目標年度）
項目名　産出額（百万円）、生産戸数（戸）：2024（R6）年度
項目名　第一次産業産出額（億円）：2030（R12）年度

販路拡大、担い手確保の取組を
継続して支援し、産地維持を図
る。
①国内外の販路拡大を支援。
②土壌病害虫対策を支援。

販路拡大、担い手確保の取組を継続し
て支援し、産地維持を図る。
①国内外の販路拡大を支援。
②土壌病害虫対策を支援。
③新規就農者の早期経営安定の取組を
支援。

販路拡大、担い手確保の取組を継
続して支援し、産地維持を図る。
①国内外の販路拡大を支援。
②土壌病害虫対策を支援。
③新規就農者の早期経営安定の取
組を支援。

・国内外の販路拡大の取組を支援する。
・研修生の受け入れなど、就農しやすい環境づく
りを進め、新規就農者の獲得・定着を支援する。
・組織的な生産・販売体制の構築等、 産地維持に
向けた取組を支援する。

・高齢化、後継者不足により生産戸数、出荷量と
も減少傾向。
・収益向上、所得の安定、新規就農者の掘り起こ
しに向けた取組が必要。

松江大根島牡丹の産地維持・振興を図る。

・販路拡大による農家所得の向上。
・新規就農者の早期経営安定。

産出額（百万円
）

生産戸数（戸）

第一次産業産出
額（億円）

184

63

94

184

63

94

182

65

95

190

65

102

3,122

3,122
3,122 3,868

しごとづくり

松江産の食材がスーパーに増えた

売れる農林水産物の生産振興と消費・販路拡大

4月～5月

6月～11月

4月～3月

8月～12月

9月～2月

6月、9月

牡丹切花品評会助成

土壌病害虫対策確立支援

輸出販路拡大支援（台湾、ロシア）

新規就農者経営早期安定対策支援

首都圏・関西圏販路拡大支援

京都東寺牡丹花壇栽培指導

旅費

需用費

役務費

委託料

負担金補助及び交付金

981

15

97

50

2,725

産業経済部農政課

3,868

3,868

3,868

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

産業経済部農政課　松江大根島牡丹振興対策事業費令和4年度

補助・助成

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

地場農産物生産・消費拡大推進事業費

地産地消を推進し生産者の経営安定を図ることを目的に、契約栽培による納入について価格補填を行う。

（数値目標の目標年度）
項目名　学校給食全品目地場産比率（％）：2024（R6）年度
項目名　産直販売額（億円）：2029（R11）年度、出典：松江市総合計画

・契約栽培を拡大し、地場産比
率向上を図るため、新たにきゅ
うりの契約栽培を実施した。
・キャベツ、ブロッコリー等の
圃場視察及び生産者との意見交
換を実施した。

・契約栽培を拡大し、全品目の地場産
比率向上に繋げる。

・契約栽培を拡大し、全品目の地
場産比率向上に繋げる。

・栽培指導等による収量拡大を図る。
・学校給食全品目の地場産比率向上に向け、契約
栽培品目の拡大を図る。
・関係機関で意見交換などにより課題を共有し、
課題解決を図る。

・納入規格を満たす契約栽培野菜の収量の確保。
・契約栽培野菜の保存方法が確立されていないた
め、供給期間の拡大が図れない。

地産地消の推進および契約栽培農家の経営安
定を図る。

・学校給食における地場産比率向上。
・契約栽培の拡大。
・食育の推進。

学校給食全品目
地場産比率（％
）

産直販売額（億
円）

41.4

7.6

43.0

7.6

44.0

7.8

44.0

8.2

5,283

5,283
5,283 4,862

しごとづくり

松江産の食材がスーパーに増えた

売れる農林水産物の生産振興と消費・販路拡大

4月

通年

通年

通年

学校給食会とJAの物資納入契約協議

契約栽培の維持拡大に向けた生産者へのアプローチ

契約栽培打ち合わせ会

規格目合わせ・意見交換会

負担金補助及び交付金 4,862

産業経済部農政課

4,862

4,862

4,862

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

産業経済部農政課　地場農産物生産・消費拡大推進事業費令和4年度

補助・助成

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

松江市重点推進品目奨励事業費

市の重点推進品目である「南瓜（ブラックのジョー）」を中山間地域を含めた市内全域で生産拡大し、産地
化を図るため、JAを通じて市場出荷する農家に対し、出荷箱数に応じて奨励金を交付する。

（数値目標の目標年度）
　項目名　「南瓜」の販売額（千円）：2024（R6）年度
　項目名　産直販売額（億円）：2029（R11）年度、出典：松江市総合計画

【R3年】
栽培面積828ａ　販売額10,622
千円

※栽培面積は、昨年度から拡大
し、828ａとなったが、7月の豪
雨被害により、想定の半分の収
穫量となった。Ｒ４年度に向け
、圃場環境、適正栽培本数、栽
培管理等の改善策を生産者へ徹
底していく。

Ｒ３年度に引き続き、中山間地域の小
規模農家でも取り組みやすく、市場評
価も高く需要のある品目である「南瓜
（ブラックのジョー）」の生産拡大を
図り特産化を推進していく。

【R4年】
栽培面積849ａ　販売額13,708千円

R4年度に引き続き、中山間地域の
小規模農家でも取り組みやすく、
市場評価も高く需要のある品目で
ある「南瓜（ブラックのジョー）
」の生産拡大を図り特産化を推進
していく。

【R5年】
栽培面積960ａ　販売額21,000千円

・中山間地域など規模拡大がむずかしい環境にあ
る小規模農家や家族経営、兼業農家でも取り組み
やすく、需要のある品目である「南瓜（ブラック
のジョー）」を市内全域で生産拡大し、小規模農
家の所得向上、地産地消の推進に繋げていく。

・地域農業の持続性の確保が危惧される中、引き
続き、農地の集積・集約化による大規模な担い手
育成を継続しながら、中山間地域を中心とした採
算性が厳しい地域への支援が必要である。
・小規模農家の多い中山間地域では、担い手の高
齢化、担い手不足、遊休農地の増加といった課題
が年々深刻さを増し、このままでは地域としての
維持も困難になることが危惧される。

市の重点推進品目の生産拡大を中山間地域を
含めた市内全域で推進し、産地化を図ること
で、小規模農家の所得向上、地産地消の推進
に繋げ、農村地域の維持活性化を図る

・「南瓜（ブラックのジョー）」の生産拡大
による産地化
・小規模農家の所得向上
・地産地消の推進

「南瓜」の販売
額（千円）

産直販売額（億
円）

10,622

7.6

13,708

7.6

21,000

7.8

24,300

8.2

2,430
0
0

1,500
930
2,430 4,150

しごとづくり

松江産の食材がスーパーに増えた

売れる農林水産物の生産振興と消費・販路拡大

R4.3月

R4.6月

R4.6月

R4.7～8月

R4.12月

R5.1月

R5.3月

JA栽培講習会の実施

出荷目合わせ会の実施

補助金交付申請、交付決定、着手届

JA現地講習会の実施

栽培者反省会の実施（改善事項の説明）

補助金変更交付申請、変更交付決定

実績報告、確定通知、補助金支払

負担金補助及び交付金 4,150

産業経済部農政課

4,150
0

0
4,150

4,150

計画目標に向けて進捗はやや遅れている3

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

産業経済部農政課　松江市重点推進品目奨励事業費令和4年度

補助・助成

第2次総合戦略
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事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

アワビ陸上養殖推進事業費

(数値目標の目標年度）アワビ種苗市内出荷数：2029（R11）
鹿島・島根栽培漁業振興センターで生産された、種苗を活用した陸上養殖事業を推進するため、海水取水施
設を整備するもの。
〇アワビ種苗・稚貝の市場性・ニーズ調査（出口戦略）
〇半循環システムを活用した種苗増産施設設計
〇アワビ種苗生産施設拡張工事（生産目標：140万個）
〇民間陸上養殖誘致方法検討

【事前調査】
・視察（企業訪問）
・アワビ種苗・稚貝の市場性・ニーズ
調査
【施設設計】
・半循環システムを活用した種苗増産
施設設計

【設計及び発注】
・施設実施設計
・施設工事発注
・民間陸上養殖誘致方法検討

気象の影響を受けにくく安定した養殖環境を構築
できる陸上養殖事業誘致を推進し、アワビ種苗市
内出荷数を増やすとともに、鹿島町内の産業創出
や新たな雇用創出につなげる。

沿岸部については、３地域が過疎地域指定を受け
、過疎化が深刻な状況である。また、主要産業で
ある水産業については、担い手不足も深刻であり
、人口減少に歯止めがきかない。
また、センターで生産されたアワビ種苗は松江市
内での利用が約一割であり、市内での利用を増や
す取り組みが必要である。

鹿島・島根栽培漁業振興センターで生産され
た種苗を活用した陸上養殖事業を推進するた
め、半循環方式（取水）システムの陸上養殖
の実用化に取り組み、栽培漁業の活性化を図
る。

陸上養殖事業者の誘致を行い、地域の活性化
（産業の創出・雇用の創出）を行う。

アワビ種苗市内
出荷数

47,900 63,400 63,400 291,600

0
0 20,000

しごとづくり

松江産の食材がスーパーに増えた

売れる農林水産物の生産振興と消費・販路拡大

7月～10月

6月～3月

8月～3月

視察（企業訪問）
アワビ種苗・稚貝の市場性・ニーズ調査（出口戦略）

半循環システムを活用した種苗増産施設設計

旅費

委託料

462

19,538

産業経済部水産振興課

20,000
0

20,000
0

20,000

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

産業経済部水産振興課　アワビ陸上養殖推進事業費令和4年度

委託

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

国・県土地改良事業負担金

　事業化となった県営土地改良事業について、国の示す負担割合のガイドラインに基づき応分の事業負担金
を支出するもの。
（県営基幹水利施設管理事業、県営ため池等整備事業、県営水利施設等保全高度化事業、県営農業競争力強
化農地整備事業、県営農地中間管理機構関連農地整備事業等）

水利施設等保全高度化事業
・西潟ノ内地区
・揖屋第二地区
経営体育成基盤整備事業（農業競争力強化農地整
備、農地中間管理機構関連農地整備）
・新庄地区
・西谷上地区
・古曽志地区
・大野地区
県営ため池整備事業
・井頭2号地区
・寺領地区
県単基幹水利施設緊急修繕事業
・西浜佐陀地区
・東潟ノ内地区
・揖屋干拓水源機場地区
国営造成施設管理事業（基幹水利施設管理事業）
・揖屋地区

の各県営事業を実施し、応分の経費を負担予定

水利施設等保全高度化事業
・西潟ノ内地区
経営体育成基盤整備事業（農業競争力強化農
地整備、農地中間管理機構関連農地整備）
・新庄地区
・西谷上地区
・古曽志地区
・大野地区
県営ため池整備事業
・井頭2号地区
・寺領地区
国営造成施設管理事業（基幹水利施設管理事
業）
・揖屋地区

の各県営事業を実施し、応分の経費を負担予
定

水利施設等保全高度化事業
・西潟ノ内地区

経営体育成基盤整備事業（農業競争力強化農
地整備、農地中間管理機構関連農地整備）
・新庄地区
・西谷上地区
・古曽志地区
・大野地区

県営ため池整備事業
・小谷奥池

国営造成施設管理事業（基幹水利施設管理事
業）
・揖屋地区

の各県営事業を実施し、応分の経費を負担予
定

　農業生産基盤の整備により、農業生産性の向上
および農業所得の増大を実現するため、県営事業
を積極的に活用しながら整備や老朽化した施設の
更新を進めていく。

【ほ場整備】
　県全体で20地区以上の整備要望があり、今後の新
規採択要件に適応するためには県推進6品目の栽培を
強化する必要がある。
【ため池整備】
　整備要件の見直しで追加となった防災重点ため池
の豪雨・耐震の調査をした結果、改修が必要なため
池が増加したため、優先順位を付けて計画的に改修
する必要がある。

　農業生産性向上により農業所得の増大を実
現し、農業農村の活性化を図るため県営土地
改良事業を着実に遂行する。

　県営土地改良事業で農業生産基盤を整備す
ることにより農業生産性の向上を実現し、農
業所得の増大を目指す。そのための事業費に
対し、応分の負担をする。

県営土地改良事
業件数（件）

12 8 7 8

255,308
5,542
178,300
65,226
6,240
255,308 225,090

しごとづくり

松江産の食材がスーパーに増えた

次世代へつなぐ収益性の高い生産基盤づくり

6月～7月

10月

3月

島根県との費用負担協議、同意

前期負担金の納付

県工事完了、後期負担金の納付

負担金補助及び交付金 225,090

産業経済部農林基盤整備課

225,090
5,534
153,000
52,450
14,106

225,090

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

産業経済部農林基盤整備課　国・県土地改良事業負担金令和4年度

補助・助成

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

ふるさと農道緊急整備事業費

　集落間の狭小な農道を整備し、農作物輸送と農業用資材運搬の時間短縮による農業経営基盤の合理化を図
るとともに、生活道路・緊急時の避難道路として整備し、生活環境の改善と市民生活の安心・安全の確保に
資するもの。
　上根尾上農道　全整備延長L=９００ｍ
　笠白農道　　　全整備延長L=２５７ｍ（R1完成）

上根尾上農道
　　：改良工事Ｌ＝２４ｍ

上根尾上農道（R4年度）
　　：埋蔵文化財調査
　　：改良工事Ｌ＝９５ｍ

上根尾上農道（R5早着）
　　：埋蔵文化財調査報告書作成
　　：改良工事Ｌ＝８０ｍ

上根尾上農道（R6早着）
　　：改良工事Ｌ＝100ｍ

　工事の安全性を確保しながら、早期の全線開通
に努める。

　上根尾上農道は、地すべり区域内での事業であ
り、現場状況に応じ、対策をとりながらの施工と
なることから、工期の延伸と事業費の増加が想定
される。

　農業生産物及び農業用資材の輸送・運搬時
間短縮による農業経営の合理化と生活道路な
らびに緊急避難道路として整備することによ
る生活環境の改善を図るため。

　農業生産性の向上と市民生活の安心・安全
の確保

上根尾上農道整
備延長（ｍ）

上根尾上農道整
備率（％）

24

23.4

95

34.0

80

42.9

900

100

25,830
0

23,200
0

2,630
25,830 47,489

しごとづくり

松江産の食材がスーパーに増えた

次世代へつなぐ収益性の高い生産基盤づくり

6月

11月

1月

3月

工事発注

工事完了

埋蔵文化財調査

工事発注（早着）

委託料

工事請負費

10,669

36,820

産業経済部農林基盤整備課

47,489
0

33,100
0

14,389

47,489

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

産業経済部農林基盤整備課　ふるさと農道緊急整備事業費令和4年度

共創の手法になじまない

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

有害鳥獣駆除対策補助金

イノシシ・ニホンジカ・アナグマ等の有害鳥獣による農作物被害を防止
①捕獲（駆除）員に捕獲（駆除）の活動依頼
②捕獲（駆除）員による有害鳥獣捕獲奨励金
③農業従事者が設置する防護柵の設置支援
④松江市鳥獣被害対策実施隊の活動支援
⑤捕獲（駆除）員になるための狩猟免許取得支援

松江市有害鳥獣捕獲事業補助金交付要綱
松江市有害鳥獣被害防除施設整備事業補助金交付要綱
松江市鳥獣被害対策実施隊活動事業補助金交付要綱
松江市狩猟免許取得促進事業補助金交付要綱

有害鳥獣捕獲
イノシシ1224頭、ニホンジカ30
頭、アナグマ156頭。
防護柵購入補助
新規83件、延長18,544m
狩猟免許取得促進16人
別途【松江市鳥獣被害防止対策
協議会事業】
広域防護柵設置7か所、延長15,
898m

有害鳥獣捕獲
イノシシ706頭、ニホンジカ25頭、アナ
グマ143頭。
防護柵購入補助
新規84件、延長19,000m
狩猟免許取得促進12人
別途【松江市鳥獣被害防止対策協議会
事業】
広域防護柵設置7か所、延長13,000m

イノシシ1000頭、ニホンジカ35頭
、アナグマ200頭。
防護柵購入補助
新規90件、延長16,000m
狩猟免許取得促進12人
別途【松江市鳥獣被害防止対策協
議会事業】
広域防護柵設置10か所、延長20,00
0m

引き続き、有害鳥獣の捕獲と防護柵の設置に対す
る支援を行い、併せて、国の交付金を利用した広
域防護柵の設置を地域住民と協議しながら行なっ
ていく。また、今後は地域研修会を通じ、住民に
鳥獣被害対策への意識を高め、地域の対策リーダ
ーや捕獲員の人材確保、育成を行う。さらに捕獲
した有害鳥獣の利活用として、イノシシ肉の資源
化の普及啓発に力を入れる。

有害鳥獣による農作物被害は、市全域に広がりを
見せている。
被害防除、捕獲駆除対策をしているが農作物の被
害報告は無くならない。

有害鳥獣から農作物を守り、被害を減少させ
る。

イノシシ、ニホンジカなど有害鳥獣の捕獲（
個体数調整）、および耕作地の被害防護柵の
設置を行い、農作物被害を減少させる。

有害鳥獣イノシ
シの捕獲頭数（
頭）

鳥獣侵入防護柵
設置延長（ｍ）

農作物の被害額
（千円）

1,224

34,442

5,830

706

32,000

4,420

1,000

36,000

3,978

1,000

36,000

3,978

26,623
5,516

21,107
26,623 20,608

しごとづくり

松江産の食材がスーパーに増えた

次世代へつなぐ収益性の高い生産基盤づくり

4~9月

4～10・3月

随時

随時

6月～12月

3月

個人設置防護柵受付

有害鳥獣捕獲確認

広域防護柵受付

鳥獣被害相談対応

個人設置防護柵補助金支払

狩猟免許取得促進事業補助金支払

負担金補助及び交付金 20,608

産業経済部農林基盤整備課

20,608
4,294

0
16,314

20,608

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

産業経済部農林基盤整備課　有害鳥獣駆除対策補助金令和4年度

補助・助成

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

県営事業負担金

森林資源の開発と地域における生活環境の整備のため、県営林道北山線及び県営林業専用道上来待線に係る
経費の１０％を負担するもの。

林業専用道上来待線　総延長8.36km　幅員3.5m
内訳）1工区3.20㎞
　　　2工区1.90㎞
　　　3工区3.26㎞

・林業専用道上来待線（３工区
）
　単年L＝102.0ｍ、累計L=319.
3m（開設工事）

・林業専用道上来待線（３工区）
単年L=128.9m、累計L=448.2m（開設

工事）

・林業専用道上来待線（３工区）
単年L=900m、累計L=1,348.2m（

開設工事）

林業専用道上来待線において、計画的な整備を実
施し、R１１年度までに全線開通を目指す。
林道の供用開始区間により計画的に森林資源の活
用を図る。

林道整備の促進により、森林整備面積を計画的に
増加させることが求められる。

  森林整備計画に基づき、林業専用道上来待
線の開設により、森林資源の開発と森林整備
の加速化を図る。

・森林資源の開発

・地域における生活環境の整備

林業専用道上来
待線完成延長（
累計）（ｍ）

319.3 448.2 1,348.2 8,360

4,000
0

4,000
0
0

4,000 4,000

しごとづくり

松江産の食材がスーパーに増えた

次世代へつなぐ収益性の高い生産基盤づくり

4月

10月

3月

当該年度実施承諾

負担金第1回支払い

負担金第2回支払い

負担金補助及び交付金 4,000

産業経済部農林基盤整備課

4,000
0

4,000
0
0

4,000

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

産業経済部農林基盤整備課　県営事業負担金令和4年度

共創の手法になじまない

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

林道開設事業費（補助）

松江市森林整備計画に基づき実施する。
林業専用道を開設することにより、効率的な林業の施業を可能とし、森林資源の開発と森林整備の加速化を
図る。
林業専用道朝酌大海崎線　事業計画期間R3～R9　延長L=3,400m　幅員W=3.6m

・詳細設計　L＝3,400m ・環境調査業務　N＝一式
・補償調査業務　N＝一式
・用地測量業務　N＝一式

・開設工事　L＝800m

朝酌町と大海崎町を結ぶ林業専用道を開設するこ
とで、大型機械を導入し集約化と路網整備を進展
させて低コスト化を図り、効果的かつ効率的な森
林経営の確立及び市産材の安定供給体制の構築に
資する。

当該地内には適正伐期齢を迎える良質な材木資源
が存在するが、森林施業を効果的かつ効率的に実
施するための路網が存在せず大型機械の山林内へ
の進入が困難なため、コスト増及び材木資源の安
定供給が困難である。

林道及び林業専用道を開設することにより、
森林資源の開発と森林整備の加速化を図る。

林業専用道朝酌大海崎線開設（W＝3.6ｍ）全
延長3,400ｍ

林業専用道朝酌
大海崎線累計完
成延長（ｍ）

0 0 800 3,400

38,380
19,000
17,400

0
1,980
38,380 50,500

しごとづくり

松江産の食材がスーパーに増えた

次世代へつなぐ収益性の高い生産基盤づくり

4月～8月

8月

8月～11月

11月～2月

2月

3月

測量調査設計業務

林野庁設計協議、地元説明

用地調査業務

立木調査業務、環境調査業務

R5年度事業ヒヤリング

補助金検査

旅費

需用費

委託料

41

459

50,000

産業経済部農林基盤整備課

50,500
25,000
22,900

0
2,600

50,500

計画目標に向かって概ね順調2

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

産業経済部農林基盤整備課　林道開設事業費（補助）令和4年度

共創の手法になじまない

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

林道点検診断・保全整備事業

既設林道の橋梁やトンネル等について、個別施設計画を策定するための点検診断、並びに個別施設計画に基づき実施される点検診断及び補
修、更新等を実施するもの。

林道橋梁・トンネル点検診断（対象：橋梁4m以上、トンネル、その他重要な施設）
林道橋梁　全35橋　うち対象30橋
トンネル　全2箇所　うち対象2箇所

令和元年度：点検診断（2橋、2トンネル）、保全整備（諸喰橋1橋）
令和２年度：点検診断（5橋）、個別施設計画策定
令和３年度：保全整備（新馬見谷橋 1橋、諸喰トンネル 1箇所）
令和４年度予定：点検診断（雲津大橋1橋）

保全整備
・橋梁保全整備工事　N=1橋
・トンネル保全整備工事　N=1
箇所

点検診断
・雲津大橋点検診断業務委託　N=1橋

点検診断
・雲津大橋点検診断業務委託
N=1橋（継続）

林道の安全な通行を確保するため、個別施設計画
に基づいて、林道施設の適切な維持管理を行い、
長寿命化を図る。

整備後50年以上経過する橋梁が増加しており、耐
久性、安全性の面で対策が必要になってきている
。また、海風の影響を受けやすく、環境条件によ
っても老朽化の早さが異なるため、個別施設計画
に基づいたそれぞれの条件に合う適切な維持管理
が必要である。

個別施設計画を策定し、林道施設の適切な維
持管理を図るため。

既設林道の橋梁やトンネル等について、個別
施設計画に基づき、点検診断、補修及び更新
等を実施する。

橋梁点検診断（
橋）

トンネル点検診
断（箇所）

保全整備事業（
橋、トンネル）

0

0

2

1

0

0

1

0

0

30

2

5,599
2,754
2,700
0
145
5,599 4,200

しごとづくり

松江産の食材がスーパーに増えた

次世代へつなぐ収益性の高い生産基盤づくり

5月

5月～6月

7月～12月

2月

2月～3月補助申請

業務発注準備

点検業務　積算、発注、入札、契約

R5年度事業ヒヤリング

事業完了検査（県）

委託料 4,200

産業経済部農林基盤整備課

4,200
2,100
0
0

2,100

4,200

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

産業経済部農林基盤整備課　林道点検診断・保全整備事業令和4年度

共創の手法になじまない

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

農業用ため池改良事業費

　県営、団体営事業の対象とならない老朽ため池を県単ため池安全確保事業で整備する。
決壊した場合に、下流の人家や公共施設等に影響を与える恐れがあるため池を農業水路等長寿命化・防災減
災事業等により整備及び廃止する。

（R3当初）
【ため池廃止】２池
・炭焼谷池（東出雲町）工事
・ダメ池（東出雲町）工事

【ため池廃止】1池
・古志池（古志原三丁目）境界確定

【ため池改修・修繕】3池
・長坂池（美保関町）工事
・光谷池（鹿島町）工事
・納田池（鹿島町）設計

（R3繰越分）
【ため池廃止】10池
・柿廻下池（古志町）設計＋工事
・柿廻上池（古志町）設計
・古道２号池（宍道町）工事
・トサキ池（八雲町）設計
・金山池（東出雲町）設計＋工事
・トビガス池（宍道町）設計
・清蔵池（八雲町）設計
・宍道池（宍道町）設計
・樋ノ口池（宍道町）設計
・鏡谷池（東持田町）設計

【ため池改修・修繕】3池
・宇出下池（鹿島町）工事
・一丁田池（玉湯町）設計
・柴尾池（西尾町）工事

【ため池廃止】７池
・トサキ池（八雲町）工事
・トビガス池（宍道町）工事
・柿廻上池（古志町）工事
・宍道池（宍道町）工事
・清蔵池（八雲町）工事
・鏡谷池（東持田町）工事
・樋ノ口池（宍道町）工事

【ため池改修・修繕】１池
・一丁田池（玉湯町）工事

　ため池の健全度、決壊時の下流域への影響度等
を考慮し、優先順位を決め各年度２池程度を目途
に改修・修繕する。
　ため池廃止は地元調整が整い、周辺の土地に影
響を及ぼさない池から随時実施する。

　整備・廃止の必要箇所が多数あり、優先順位を
つけて実施する。
　市街化区域内のため池は決壊による下流域への
被害が大きく、早急な対応が必要であるが、廃止
後の維持管理や跡地利用などの検討課題が多いた
め、市単独費により廃止を実施する必要がある。

　ため池堤防決壊等の事故から人命、財産を
守るとともに農業用水の安定供給の確保のた
め、計画的に老朽ため池の改修と廃止を行い
、適切な維持管理を図る。

　ため池の破損個所の改修、不要となった池
の廃止を行うことによる住民の安心・安全の
確保と用水の安定供給を図る。

ため池改修・補
修工事数（池）

ため池廃止工事
数（池）

0

2

4

4

1

7

2

5

8,779
8,770
0
0
9

8,779 89,398

しごとづくり

松江産の食材がスーパーに増えた

次世代へつなぐ収益性の高い生産基盤づくり

5月

6月

7月

10月

3月交付申請

交付決定、廃止工事・廃止測量設計発注

改修工事発注

廃止工事完了、廃止測量設計完了

改修工事完了

委託料

工事請負費

30,821

58,577

産業経済部農林基盤整備課

89,398
50,011
10,900
627

27,860

89,398

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

産業経済部農林基盤整備課　農業用ため池改良事業費令和4年度

共創の手法になじまない

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

森林環境譲与税関連事業費

温室効果ガス排出削減目標の達成や災害防止を図るため、森林整備等に必要な地方財源を安定的に確保する観点から創設された森
林環境譲与税を活用し、松江市内の森林整備、林業担い手の育成・確保、木材の利用促進、林業の普及啓発に関する事業を実施す
る。

○森林管理運営費・・・　地域林政アドバイザー雇用経費や森林経営推進センターへの森林経営管理制度サポート業務委託経費、
また、航空レーザ計測による森林資源解析業務及び森林経営管理制度施業区域調査選定業務委託など。
○地域林業振興費・・・民有林整備の促進や林業の担い手育成・確保、木材有効利用促進、林業の普及啓発事業等への補助金など
。
○森林整備費・・・森林経営管理制度による私有林整備促進のための補助金など。

松江市の民有林面積 A=29,028ha、うち人工林7,422ha

・林業事業体担い手補助金、民有林拡大
造林補助金、木材有効利用促進補助金、
林業機械等購入補助金、松江市産材活用
補助金、森林づくり活動支援事業補助金
などの林業関係事業補助金の支出
・航空レーザ計測による森林資源解析事
業の実施
・森林経営管理制度に基づく施業区域調
査選定業務の実施（意向調査の実施）
・森林経営管理制度説明会の実施
・森林経営管理制度に基づく経営管理権
集積計画・配分計画の策定、再委託の実
施（1件）
・森林学習の開催（小学校4校）
・木育活動（市内幼稚園・保育園へのク
リスマスツリー配布）

・林業事業体担い手補助金、民有林拡大
造林補助金、木材有効利用促進補助金、
林業機械等購入補助金、松江市産材活用
補助金、森林づくり活動支援事業補助金
などの林業関係事業補助金の支出
・航空レーザ計測による森林資源解析の
実施
・航空レーザ計測結果を活用した森林経
営管理制度経営管理意向調査の実施
・森林経営管理制度説明会の実施
・森林経営管理制度に基づく経営管理権
集積計画・配分計画の策定、再委託の実
施
・森林学習の開催（小学校5校）
・木育活動（市内幼稚園・保育園へのク
リスマスツリー配布）

・林業事業体担い手補助金、民有林拡
大造林補助金、木材有効利用促進補助
金、林業機械等購入補助金、松江市産
材活用補助金、森林づくり活動支援事
業補助金などの林業関係事業補助金の
支出
・航空レーザ計測による森林資源解析
の実施
・航空レーザ計測結果を活用した森林
経営管理制度経営管理意向調査の実施
・森林経営管理制度説明会の実施
・森林経営管理制度に基づく経営管理
権集積計画・配分計画の策定、再委託
の実施
・森林学習の開催（小学校4校）
・木育活動（市内幼稚園・保育園への
クリスマスツリー配布）

・森林経営管理制度を利用した私有林整備の促進。
・森林環境譲与税を活用した森林整備や人材育成・
担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発事業を行
うことにより、「森林の公益的機能保全と林業の成
長産業化」を図る。
・森林環境譲与税の活用による新たな成果を積み上
げていく。（例：林業事業体雇用数の増、森林整備
面積、木材搬出材積の増、路網整備、普及啓発イベ
ント回数等）。

戦後からこれまで植栽されてきた人工林において
、木材価格の低迷や担い手の減少、高齢化等によ
り適切な森林整備が行われず、荒廃森林が増加す
ることで、森林の公益的機能が損なわれている。
その結果、山腹崩壊など、自然災害を招く一因と
なっている。

森林の公益的機能の保全と林業の成長産業化

・民有林（私有林・市有林）整備の促進
・木材の有効利用促進
・林業を支える人材育成・担い手の確保
・林業の普及啓発

松江森林組合新
規作業員（人/年
）

新植及び保育面
積（ha/年）

森林経営管理制
度再委託（件/年
）

1

55

1

2

97

1

1

90

1

1

90

1

63,729
14,049

0
21

49,659
63,729 77,389

しごとづくり

松江産の食材がスーパーに増えた

次世代へつなぐ収益性の高い生産基盤づくり

4月～3月

4月～3月

4月～3月

9月～12月

12月

5月

各種補助金申請受付、審査、交付決定、確認検査、支払
い
森林経営管理制度対象森林調査選定、森林所有者交渉、
事務手続き

航空レーザ計測による森林資源解析

市内小学校での森林学習開催

市内幼稚園、保育園へのクリスマスツリー配布

森林環境譲与税　事業費残額の基金積立

報酬

職員手当等

共済費

旅費

需用費

委託料

負担金補助及び交付金

積立金1,812

370

354

20

47

35,434

39,340

12

産業経済部農林基盤整備課

77,389
0
0

14,062
63,327

77,389

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

産業経済部農林基盤整備課　森林環境譲与税関連事業費令和4年度

補助・助成

第2次総合戦略



事業費計

事
業
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目
的
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目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

農（水産）商工連携推進事業費

①農林水産業（生産品）と中小商工企業（技術）を有機的に結びつけ、新商品の開発及び販売促進活動の支
援を行う。
②地域資源・地域産業を担う企業を知る取り組み、高校・大学と連携した新商品開発等を通じ、地域産業を
担う人材の育成・交流を行う。
③地産地消・地産外商推進に向けたＰＲ、イベント出店などのほか、観光客による消費に着目した「食と観
光」の素材づくりを行う。

（数値目標の目標年度）
項目名　農水商工連携（新商品開発数）：2029（R11）年度

〇マッチングの取組み
・地元生産者と商工業者とのマッ
チング
〇新商品開発・販路拡大支援
・松江トマトエール（クラフトビ
ール）など７品目に対して開発費
用を助成
・マスコミに対し完成披露会やHP
への掲載などによる商品PR
・これまで開発支援した商品につ
いて、BtoB向けのパンフレットを
作成
なお、新型コロナウイルス感染症
の影響により、異業種交流会やイ
ベント出展等を見合わせた。

〇異業種間連携による新商品開発・商
品改良支援（事業者マッチング、研修
会、交流会、商品開発助成など） 
〇新商品等の販売促進・販路拡大の取
り組み（各種イベント出展・支援、商
談会参加支援、産学連携事業など）　 
〇開発商品のPR（ホームページ、フェ
イスブック、マスコミ向けの完成披露
会など）
〇開発商品販売事業者へのヒアリング
による既存の開発商品のブラッシュア
ップ

〇異業種間連携による新商品開発
・商品改良支援（事業者マッチン
グ、研修会、交流会、商品開発助
成など）
〇新商品等の販売促進・販路拡大
の取り組み（各種イベント出展・
支援、商談会参加支援、産学連携
事業など）
〇開発商品のPR（ホームページ、
フェイスブック、マスコミ向けの
完成披露会など）
〇開発商品販売事業者へのヒアリ
ングによる既存の開発商品のブラ
ッシュアップ

①消費者ニーズや最新技術、トレンドの把握等の
ほか、事業者及び職員のスキルアップの機会の提
供に努めるとともに、従来からの支援方法の見直
し・検討を進めていく。
②商品開発にあたり、販売店や専門家などのアド
バイスを受けられる体制を検討する。

①開発した商品の販売や販路開拓の支援強化（「
できたものを売る」から「求められるものを売る
」への転換）
②地域産業活性化のため、新商品開発、販売促進
、生産振興、担い手育成、6次産業化、食と観光等
を一体的に調整、推進する体制の構築

農林水産業者と商工業者の業種を超えた連携
を促し、地域資源を活用した新商品開発やそ
の販路拡大の取り組みの支援、経済の域内循
環促進等により、地域産業活性化に資するも
の。

①事業者連携による新商品開発と販売促進
②地場産品を素材とした商品の創出育成
③地産地消、地産外商の推進
④食・産業・体験の新たな観光素材づくり

農水商工連携（
新商品開発数）

84 87 90 103

1,800

1,800
1,800 2,234

しごとづくり

松江産の食材がスーパーに増えた

6次産業化や農水商工連携による地域経済の活性化

６月

１１月

通年

通年

通年協議会総会

事業者研修会・交流会

異業種連携支援、新商品開発支援

物販イベント出展（市内外）

産学官連携支援

旅費

負担金補助及び交付金

434

1,800

産業経済部商工企画課

2,234

2,234

2,234

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

産業経済部商工企画課　農（水産）商工連携推進事業費令和4年度

協議会

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

観光宣伝広告経費

（数値目標の目標年度）年間宿泊客数：2029（R11）年、観光入込客数：2029（R11）年

　松江観光大使制度を活用した観光ＰＲ、県外ＰＲ活動、観光パンフレット作成、キャラクター「松江の吉
田くん」を活用したＰＲなどを実施。

〇観光大使制度を活用した観光
ＰＲ
〇県外ＰＲ活動
〇観光パンフレット作成
〇キャラクターを活用したＰＲ

〇観光大使制度を活用した観光ＰＲ
〇県外ＰＲ活動
〇観光パンフレット作成
〇キャラクターを活用したＰＲ

〇観光大使制度を活用した観光Ｐ
Ｒ
〇県外ＰＲ活動
〇観光パンフレット作成
〇キャラクターを活用したＰＲ

〇観光大使に松江市との関わりを深めていただく
仕組みを検討する

〇観光大使制度の効果的な活用を検討する必要が
ある

松江の多彩な観光素材を活用した情報発信を
通して観光誘客を図る。

年間宿泊客数250万人、観光入込客数1,100万
人を目指す。
※令和４年目標：宿泊客数、観光入込客数と
もに令和元年の８割を目指す

年間宿泊客数（
万人）　

観光入込客数（
万人）

113

502

169

837

190

941

250

1,100

4,190

4,190
4,190 4,965

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

「松江城」「水の都松江」の強みを活かしたプロモーションとブランディング戦略

通年 「松江らしさ」を活かしたプロモーション

旅費

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃借料

343

2,575

1,038

397

612

観光部観光振興課

4,965

4,965

4,965

計画目標に向かって概ね順調2

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　観光宣伝広告経費令和4年度

委託

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

観光協会運営補助金

（数値目標の目標年度）
観光宿泊客数：2029(R11）年、観光入込客数：2029(R11)年

　本市の観光振興を目的とする（一社）松江観光協会に対し、事業及び人件費の補助を行う。
ホームページ、SNSによる情報発信や、旅行会社への商品造成の働きかけ、県外イベントへの出展などの

プロモーションを強化する。
　様々な施策を観光協会と連携して実施し、観光消費額の拡大、観光入込客数1,100万人、宿泊客数250万人
の実現を目指していく。

〇情報発信・宣伝広告事業
・HPやSNS、テレビ等の各種媒体
を活用した情報発信
〇観光プロモーション事業
・観光情報説明会への参加、旅行
商品造成、FDA対策
〇まちあるき観光・ボランティア
ガイド・観光客おもてなし事業
・ゴーストツアーや城郭ツアー等
の松江文化を活用した観光客受入
〇イベント運営事業
・松江水燈路等各種イベントの運
営
〇郷土行事運営事業

〇情報発信・宣伝広告事業
・HPやSNS、テレビ等の各種媒体を活用
した情報発信
〇観光プロモーション事業
・観光情報説明会への参加、旅行商品
造成、FDA対策
〇まちあるき観光・ボランティアガイ
ド・観光客おもてなし事業
・ゴーストツアーや城郭ツアー等の松
江文化を活用した観光客受入
〇イベント運営事業
・松江水燈路等各種イベントの運営
〇郷土行事運営事業

〇情報発信・宣伝広告事業
・HPやSNS、テレビ等の各種媒体を
活用した情報発信
〇観光プロモーション事業
・観光情報説明会への参加、旅行
商品造成、FDA対策
〇まちあるき観光・ボランティア
ガイド・観光客おもてなし事業
・ゴーストツアーや城郭ツアー等
の松江文化を活用した観光客受入
〇イベント運営事業
・松江水燈路等各種イベントの運
営
〇郷土行事運営事業

〇松江市の観光推進体制のあり方についての検討
を進め、組織と機能強化につなげていく。
〇コロナ感染症の影響下においても持続可能な観
光イベント、観光客受入のあり方を研究し実現し
ていく。

〇観光客のニーズに対応した観光商品づくりと効
果的なプロモーションを行っていくため、統計デ
ータに基づくマーケティング機能など組織強化が
求められる。
〇行政と観光協会の役割分担を明確化し、自立性
を高めていく必要がある。

本市の観光振興を図る為、国宝松江城など、
地域の観光資源と特色を最大限に活かした観
光事業を実施し、本市と連携しての事業推進
を行う。

年間宿泊客数250万人、観光入込客数1,100万
人を目指す。
※令和４年目標：宿泊客数、観光入込客数と
もに令和元年の８割を目指す

年間宿泊客数（
万人）

観光入込客数（
万人）

113

502

169

837

190

941

250

1,100

115,380

90,000
25,380
115,380 135,202

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

「松江城」「水の都松江」の強みを活かしたプロモーションとブランディング戦略

通年 情報発信、観光プロモーション、郷土行事、受入体制の
整備

負担金補助及び交付金 135,202

観光部観光振興課

135,202
0

100,000
35,202

135,202

計画目標に向けて進捗はやや遅れている3

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　観光協会運営補助金令和4年度

その他（協力、連携など）

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

観光需要Ｖ字回復事業費（新型コロナ対策事業）（観光文化課分）

（数値目標の目標年度）
観光宿泊客数：2029(R11）年、観光入込客数：2029(R11)年

コロナ禍の２年間は本市の観光事業者の事業継続と早期回復を目指し、即効性のある宿泊割引などを中心に
施策展開をしてきた。令和４年度は、引き続き、コロナ禍の状況を見極めながら即効性のある施策を展開す
るとともに、交通機関や旅行業界と連携したプロモーション、旅館組合が行う誘客企画への支援、メディア
を活用した情報発信を実施し、観光需要のＶ字回復を目指す。

【即効性のある宿泊割引キャンペーン】
〇ネット系旅行会社を活用した情報発信
と宿泊割引
〇姉妹都市と連携した市民限定宿泊割引
とＰＲ
【誘客強化対策プロモーション】
〇観光マーケティング・包括プロモーシ
ョン
〇JATA（日本旅行業協会）連携プロモー
ション
〇交通機関連携プロモーション
〇旅館ホテル組合の独自誘客企画の助成
〇魅力発信動画制作事業
〇フィルムコミッション連携事業

〇新型コロナウイルスの感染状況や変動する旅行
動向を把握しながら、スピード感を持ち、効果的
な施策展開を行う。
〇松江の魅力発信を強力に推し進め、観光需要の
早期回復を目指すとともに、アフターコロナを見
据え、ブランド力を向上させていく。

〇コロナ禍の状況を見極め、適時適切な施策を展
開する必要がある。
〇アフターコロナを見据え、将来にわたるブラン
ド力向上を図る必要がある。

新型コロナウイルスの影響により落ち込んだ
観光需要のV字回復を目指し、地域の再活性化
を図る。

年間宿泊客数２５０万人、観光入込客数１，
１００万人を目指す。
※令和４年目標：宿泊客数、観光入込客数と
もに令和元年の８割を目指す

宿泊客数（万人
）

観光入込客数（
万人）

113

502

169

837

190

941

250

1,100

0
0 180,000

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

「松江城」「水の都松江」の強みを活かしたプロモーションとブランディング戦略

4月～

随時

11月

3月

各事業実施

検証

次年度予算検討

実績報告

負担金補助及び交付金 180,000

観光部観光振興課

180,000
180,000

0
0

180,000

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　観光需要Ｖ字回復事業費（新型コロナ対策事業）（観光文化課分）令和4年度

その他（協力、連携など）

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

広域観光推進事業費（企業人材活用）

（数値目標の目標年度）観光宿泊客数：2029(R11）年、観光入込客数：2029(R11)年 
①本事業は総務省の地域活性化企業人制度（企業人材派遣制度）を活用することから、松江市が受入自治体
として企業から人材を受入れ、（一社）中海・宍道湖・大山圏域観光局に派遣する。
②中海・宍道湖・大山圏域観光局は、専門知識、旅行業のノウハウ、人脈を生かし、圏域の観光資源を活用
した観光誘客を図るもの。
〇人材派遣元企業：旅行会社
〇受入期間：１年（令和４年度。最長令和６年度まで延長あり）
〇経費：負担金５，６００千円（特別交付税措置あり）

〇旅行会社の社員１名を受入れ、中海
・宍道湖・大山圏域観光局に派遣
〇圏域の観光施設、自然、歴史、景観
、文化、食、人等を活用した観光商品
造成促進

〇旅行会社の社員１名を受入れ、
中海・宍道湖・大山圏域観光局に
派遣 
〇圏域の観光施設、自然、歴史、
景観、文化、食、人等を活用した
観光商品造成促進

〇旅行会社のノウハウを生かし、国内外の観光マ
ーケットや旅行ニーズの把握、圏域の潜在する観
光資源の掘り起こし、活用を通して誘客を図る。

〇圏域への国内外からの誘客を促進するため、観
光資源の掘り起こしやテーマ性・ストーリー性の
構築などを図る必要がある。

中海・宍道湖・大山圏域の歴史、文化、自然
、食など多彩な観光資源を活用し、観光誘客
を図る。

年間宿泊客数２５０万人、観光入込客数１，
１００万人
※令和４年目標：宿泊客数、観光入込客数と
もに令和元年の８割を目指す

松江市宿泊者数
（万人）

松江市観光入込
客数（万人）

113

502

169

837

190

941

250

1,100

0

0
0 5,600

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

「松江城」「水の都松江」の強みを活かしたプロモーションとブランディング戦略

3月末

4月～

随時

3月

圏域包括的パートナーシップ協定締結（予定）

プロジェクトスタート

検証

実績報告

負担金補助及び交付金 5,600

観光部観光振興課

5,600

5,600

5,600

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　広域観光推進事業費（企業人材活用）令和4年度

補助・助成

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

国宝松江城観光誘客対策事業費

（数値目標の目標年度）年間宿泊客数：2029（R11）年、観光入込客数：2029（R11）年

〇国宝城郭都市観光協議会に参画して他の国宝4城と連携して観光誘客を図る
〇松江城周辺のマイカー観光客の混雑緩和とおもてなしの充実を図るため、誘導案内看板の設置と警備委託及び繁忙日の観
光客の安全確保を行う
〇GWに交通規制に伴う誘導及び警備を実施する
〇繁忙期には無料臨時駐車場を開設する
〇松江城周辺駐車場の満空情報を車載型カーナビやスマートフォンのカーナビ等に情報提供して観光客の利便性向上を図る

〇オンラインによる国宝城郭都市観
光協議会での意見交換や、国宝5城が
連携した観光PRの実施
〇松江城周辺駐車場誘導及び警備委
託
〇新型コロナウイルス感染拡大によ
る観光客の減少及び感染予防対策の
ため、GW期間中の交通規制及びシャ
トルバスの運行を中止
〇繁忙日の無料臨時駐車場の開設及
び案内看板の設置
〇松江城周辺駐車場の位置情報や満
空情報のWEBを活用しての情報発信
〇松江城周辺駐車場への誘導看板の
更新

〇国宝城郭都市観光協議会を通じ、国
宝5城が連携した観光PRの実施
〇松江城周辺駐車場誘導及び警備委託
〇GW期間中の交通規制看板設置・撤去
〇繁忙日の無料臨時駐車場の開設及び
案内看板の設置
〇松江城周辺駐車場の位置情報や満空
情報のWEBを活用しての情報発信
〇松江城周辺駐車場への誘導看板の更
新

〇国宝城郭都市観光協議会を通じ
、国宝5城が連携した観光PRの実施
〇松江城周辺駐車場誘導及び警備
委託
〇GW期間中の交通規制看板設置・
撤去
〇繁忙日の無料臨時駐車場の開設
及び案内看板の設置
〇松江城周辺駐車場の位置情報や
満空情報のWEBを活用しての情報発
信
〇松江城周辺駐車場への誘導看板
の更新

〇国宝城郭都市観光協議会に参画する他の国宝４城と連携
したプロモーションを実施することで、国宝松江城の認知
度の向上を図る。
〇松江城周辺の駐車場を有効に活用し混雑の緩和を図るた
め、誘導や警備を実施するほか、駐車場情報を観光客に提
供する。
〇松江城周辺駐車場の位置情報や満空情報発信の充実を図
る。
〇大型連休など繁忙日の無料臨時駐車場開設により交通渋
滞の緩和を図る。

〇松江城の国宝化を活かした更なる認知度向上。
〇大手前周辺の交通渋滞緩和のため、引き続きス
ムーズな駐車場への誘導が必要。
〇駐車場の満空情報システムをより広く周知し、
事前に駐車場を分散できるような仕掛け作りが必
要。

国宝城郭都市観光協議会に参画して他の国宝4
城と連携して観光誘客を図るほか、松江城周
辺のマイカー観光客の混雑緩和とおもてなし
の充実を図る。

〇国宝松江城への観光誘客の推進。
〇宿泊客数250万人、観光入込客数1,100万人
を目指す。
※令和4年目標：宿泊客数、観光入込客数とも
に令和元年の8割を目指す。

年間宿泊客数（
万人）

観光入込客数（
万人）

113

502

169

837

190

941

250

1,100

6,886

6,886
6,886 9,431

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

「松江城」「水の都松江」の強みを活かしたプロモーションとブランディング戦略

4月～11月

5月

7月～9月

8月

2月

3月

通年

松江城周辺駐車場警備体制

GW対策

連休対策

国宝城郭都市観光協議会　総会

国宝城郭都市観光協議会　担当課長会

松江城周辺駐車場警備体制

松江城周辺駐車場満空情報配信

旅費

委託料

使用料及び賃借料

負担金補助及び交付金

60

8,395

476

500

観光部観光振興課

9,431

9,431

9,431

計画目標に向かって概ね順調2

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　国宝松江城観光誘客対策事業費令和4年度

共創の手法になじまない

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

JRとの連携強化事業費

（目標数値の目標年度）
年間宿泊客数：2029（R11）年、観光入込客数：2029（R11）年

　JR西日本米子支社と平成25年8月に締結した「地域振興のための連携協力に関する協定」にもとづき松江
市の地域資源を活かした観光誘致への取組と駅を核とした魅力あるまちづくりを促進するため、JR京阪神主
要駅において、JR松江駅、島根県、出雲市等と協働で誘客パンフレットの配布を行って、さらに無償でポス
ター掲示やパンフレットの設置を依頼している。
また、JR松江駅において、観光客のおもてなしを充実させるため待合室西側トイレのトイレットペーパーの
提供を行うもの。

〇銀河や瑞風などJR西日本米子支社
の誘客事業と連携した誘客対策や松
江駅での「おもてなし」向上を行う
〇京阪神主要駅に於いて合同観光PR
キャラバンを実施し、主要駅でのサ
ンプリングや構内へ無償でポスター
掲示やパンフレット設置を行う（令
和3年度はコロナにより中止）
〇JR松江駅での観光客のおもてなし
向上を図る為、構内西側トイレのト
イレットペーパー支給
※銀河：令和3年3月26日～6月26日（
第二期運行）
※瑞風：令和3年4月15日～令和4年3
月31日（9月まではコロナにより一部
運休）

〇銀河や瑞風などJR西日本米子支社の
誘客事業と連携した誘客対策や松江駅
での「おもてなし」向上を行う
〇京阪神主要駅に於いて合同観光PRキ
ャラバンを実施し、主要駅でのサンプ
リングや構内へ無償でポスター掲示や
パンフレット設置を行う
〇JR松江駅での観光客のおもてなし向
上を図る為、構内西側トイレのトイレ
ットペーパー支給

〇銀河や瑞風などJR西日本米子支
社の誘客事業と連携した誘客対策
や松江駅での「おもてなし」向上
を行う
〇京阪神主要駅に於いて合同観光P
Rキャラバンを実施し、主要駅での
サンプリングや構内へ無償でポス
ター掲示やパンフレット設置を行
う
〇JR松江駅での観光客のおもてな
し向上を図る為、構内西側トイレ
のトイレットペーパー支給

○京阪神主要駅観光PRキャラバンなど 連携した誘
客を継続して実施
○松江駅を中心とした観光案内やおもてなしの充
実を図ることで国際文化観光都市としてのイメー
ジアップ

○連携協定を活かした効果的な観光PRの継続と拡
大
○島根県、中海・宍道湖・大山圏域市長会との連
携強化
○JR松江駅でのおもてなしの充実

松江市の地域資源を活かして、JRを利用した
観光誘致への取り組みと駅を核としたまちづ
くりを促進する。

年間宿泊客数250万人、観光入込客数1,100万
人を目指す。
※令和4年目標：宿泊客数、観光入込客数とも
令和元年の8割を目指す。

年間宿泊客数（
万人）

観光入込客数（
万人）

113

502

169

837

190

941

250

1,100

766

766
766 1,824

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

「松江城」「水の都松江」の強みを活かしたプロモーションとブランディング戦略

5月～9月

通年

銀河おもてなし

瑞風おもてなし

旅費

需用費

委託料

126

535

1,163

観光部観光振興課

1,824
581

1,243

1,824

計画目標に向かって概ね順調2

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　JRとの連携強化事業費令和4年度

その他（協力、連携など）

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

観光マーケティング事業費

（数値目標の目標年度） 
観光宿泊客数：2029(R11）年、観光入込客数：2029(R11)年

島根県が実施している「観光動態調査」のうち、松江市分のデータ提供を受け、観光客の動向を分析・検証
するため、松江市版の観光動態調査を行い、今後の観光施策を計画・立案するための基礎資料とする。
また、蓄積したデータを活用し、観光マーケティングによる戦略的かつ効果的な観光施策を実施し、PDCAサ
イクルの確立を図る。

〇松江市版観光動態調査の実施
〇IOTセンサー実証事業
　市内観光施設７台カメラ設置

〇松江市版観光動態調査の実施
〇IOTセンサー実証事業
　市内観光施設７台カメラ設置

〇松江市版観光動態調査の実施
〇IOTセンサー実証事業
　市内観光施設７台カメラ設置

〇マーケティングにより、効果的な施策を展開し
ていく。

〇観光動向、変化する旅行スタイルやニーズを的
確に捉え、観光施策に反映させる必要がある。

観光マーケティングによる観光施策のPDCAサ
イクル確立を図る。

観光施策におけるＰＤＣＡサイクルを確立し
、観光宿泊客数250万人及び観光入込客数1,10
0万人を目指す。
※令和４年目標：宿泊客数、観光入込客数と
もに令和元年の８割を目指す

年間宿泊客数（
万人）

観光入込客数（
万人）

113

502

169

837

190

941

250

1,100

939

939
939 987

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

「松江城」「水の都松江」の強みを活かしたプロモーションとブランディング戦略

４月～

〃

〃

〃

観光動態調査実施

マーケティング（市場調査・分析）

観光白書作成

IOTセンター実証事業実施

役務費

委託料

90

897

観光部観光振興課

987

987

987

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　観光マーケティング事業費令和4年度

共創の手法になじまない

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

城下町ＡＲ・ＶＲ体験環境整備事業費

（数値目標の目標年度）観光宿泊客数：2029(R11）年、観光入込客数：2029(R11)年

松江城を中心に城下町の魅力・情報を紹介するAR・VR技術を活用した多言語対応アプリケーション提供する
ために、保守・管理業務を委託するもの。
また、令和2年度に作成した「VRスコープ」を、観光協会や周辺観光施設に販売委託するもの。
(1) 既存のアプリの保守・管理
(2)ＶＲスコープの販売委託

１．アプリの利活用に向けた広
報
・新聞、メディアでの広報

２．施設周遊用ARカードの配布
３．ＡＲ周知チラシの配布
４．アプリケーションの維持管
理
（令和3年4月～令和4年3月実績
）　ＶＲツアー体験者数：延べ
約1,386名　松江城ページ閲覧
数：延べ約7,285名
５．VRスコープの販売

１．アプリの利活用に向けた広報
２．施設周遊用ARカードの配布
３．ＡＲ周知チラシの配布
４．アプリケーションの維持管理
５．VRスコープの販売

１．アプリの利活用に向けた広報
２．施設周遊用ARカードの配布
３．ＡＲ周知チラシの配布
４．アプリケーションの維持管理
５．VRスコープの販売

〇海外・国内向けの効果的なプロモーションを実
施する。
〇利用者増に向け、ボランティアガイドや観光協
会ガイド事業等と連携し、幅広い利活用を図る。
〇新型コロナウイルスの影響で県外誘客やインバ
ウンドがままならない昨今、市民や県民にも再度
松江城の歴史的価値や構造的特徴を知ってもらう
ために周知していく。

〇海外・国内の観光客の方にとって使いやすく魅
力的なアプリ・コンテンツを構築し、多くの方に
利用いただき、松江城天守への登閣者数、塩見縄
手周辺の観光施設への周遊に繋げる工夫を盛り込
む必要がある。
〇登閣者数に対するアプリ利用者の割合が低いの
で、アプリ自体の認知度向上をしていく必要があ
る。

国宝松江城を中心とした文化財の魅力を海外
・国内観光客に紹介し体験滞在の満足度を向
上させるため、AR（拡張現実）・VR（仮想現
実）技術を活用したアプリケーションを提供
する。

年間宿泊客数250万人、観光入込客数1,100万
人を目指す。
※令和４年目標：宿泊客数、観光入込客数と
もに令和元年の８割を目指す

年間宿泊客数（
万人）

観光入り込み客
数（万人）

113

502

169

837

190

941

250

1,100

1,045

1,045
1,045 1,430

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

「松江城」「水の都松江」の強みを活かしたプロモーションとブランディング戦略

通年

通年

通年

アプリ提供

VRスコープ販売

広報

委託料 1,430

観光部観光振興課

1,430

80
1,350

1,430

計画目標に向かって概ね順調2

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　城下町ＡＲ・ＶＲ体験環境整備事業費令和4年度

委託

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

中海・宍道湖・大山圏域市長会事業負担金（観光文化課分）

中海・宍道湖・大山圏域観光局が実施する観光振興事業に対する負担金	
〇国内誘客対策事業（国内観光プロモーション、三大都市圏等への圏域ＰＲプロジェクト、圏域観光再生支
援プログラム）
〇圏域観光の魅力アップ事業（観光客受け入れ体制の充実）

〇国内誘客対策事業
〇圏域観光の魅力アップ事業

〇国内誘客対策事業
〇圏域観光の魅力アップ事業

〇国内誘客対策事業
〇圏域観光の魅力アップ事業

〇圏域の魅力発信・誘客を図るため、５自治体、
経済界、観光協会の連携を強化する

〇圏域が有する多彩な観光資源を効果的に活用し
、誘客につなげる必要がある

本圏域は全国の主要都市圏に劣らぬ人口規模
であり、多様な産業や国内外につながる交通
・物流インフラを有している。これらの高い
ポテンシャルを最大限活用し、日本海側を代
表する拠点づくりを進める。

年間宿泊客数250万人、観光入込客数1,100万
人を目指す。
※令和４年目標：宿泊客数、観光入込客数と
もに令和元年の８割を目指す

松江市宿泊客数
（万人）

113 169 190 250

10,608

10,608
10,608 6,258

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

「松江城」「水の都松江」の強みを活かしたプロモーションとブランディング戦略

通年

随時

産業・観光・環境等の連携事業

理事会、担当課長会

負担金補助及び交付金 6,258

観光部観光振興課

6,258
0

6,258

6,258

計画目標に向かって概ね順調2

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　中海・宍道湖・大山圏域市長会事業負担金（観光文化課分）令和4年度

その他（協力、連携など）

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

観光推進体制検討事業費

（数値目標の目標年度）
観光戦略プラン策定委員会開催回数：2022（R4）年度

イベント中心の観光から、観光地としてのまちづくりや滞在時間を増やすための商品開発などにより「水の
都・松江」のリブランディングを図り、新たな松江市の観光地域づくりを目指していく必要がある。
『松江市観光戦略プラン（仮称）』を策定委員会や観光関連事業者等との意見交換をふまえながら策定し、
松江観光の目指すべき姿を明らかにする。
また、『松江市観光戦略プラン（仮称）』に基づく施策を実施するために、観光推進組織体制や財源確保に
ついての検討も進めていく。

〇「松江観光の明日を創る検討
会議」の議論をふまえ、松江商
工会議所との意見交換会を開催
し、『松江市観光戦略プラン（
仮称）』策定・観光協会の組織
強化等の必要性を確認
〇先進事例である京都市・金沢
市・長崎市等の観光振興財源の
研究

〇『松江市観光戦略プラン（仮称）』
の策定
〇観光推進組織の体制や財源確保につ
いての検討

〇策定した『松江市観光戦略プラ
ン（仮称）』に基づく施策実施

〇目指すべき「観光地　松江」の姿を明確にした
『松江市観光戦略プラン（仮称）』を策定し、市
民、観光関連事業者等と共有する
〇観光推進組織の体制や財源確保について検討を
進める

〇「観光地　松江」の目指す姿の明確化
〇目指す姿を具現化するための組織づくり、財源
確保

松江観光協会などの組織をこれまで以上に機
動的な組織として見直しを図ることによって
、松江市の宿泊者数の増加を通じた観光産業
の拡大を目指す。

〇松江観光協会の組織・人員体制の見直し
〇松江市と松江観光協会の役割分担の明確化
〇財源確保とマーケティングなどの機能の充
実

観光戦略プラン
策定委員会開催
回数（回）

0 4 0 4

0

0
0 5,717

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

「松江城」「水の都松江」の強みを活かしたプロモーションとブランディング戦略

６月

６月～１２月

７月～８月

1２月

観光戦略プラン策定委員会設置

観光戦略プラン策定委員会開催（４回）

テーマ別意見交換会開催（４回）

観光戦略プラン策定

報償費

旅費

需用費

委託料

使用料及び賃借料

254

492

30

4,875

66

観光部観光振興課

5,717

5,717

5,717

計画目標に向けて進捗はやや遅れている3

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　観光推進体制検討事業費令和4年度

協議会

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

観光回復推進人材確保事業費（新型コロナウイルス対策事業）

（数値目標の目標年度） 
宿泊客数：2029(R11）年、観光入込客数：2029(R11)年

ＪＲ西日本から職員1名を（一社）松江観光協会へ受け入れ、民間のノウハウ、人脈、知識を生かした観光
誘客事業を行う。
〇派遣期間　令和3年10月～令和5年9月（2年間）
〇松江観光協会がＪＲ西日本に支払う負担金（人件費）に対して松江市が補助

2021(R3)年10月1日～
JR西日本からの派遣職員１名を
松江観光協会へ受け入れ。

引き続き、JR西日本からの派遣職員１
名を松江観光協会へ受け入れ。

～2023(R5)年9月30日
引き続き、JR西日本からの派遣職
員１名を松江観光協会へ受け入れ
。

派遣職員と連携し、効果的な事業を実施すること
で、観光需要のＶ字回復を目指す。

コロナ禍からの早期回復を図るため、民間のノウ
ハウの導入が必要。

企業人材を受入れ、民間のノウハウを生かし
、新型コロナウィルスの影響で落ち込んだ観
光需要の回復を目指す。

年間宿泊客数250万人、観光入込客数1,100万
人を目指す。
※令和４年目標：宿泊客数、観光入込客数と
もに令和元年の８割を目指す

宿泊客数（万人
）

観光入込客数（
万人）

113

502

169

837

250

1,100

3,566
3,566

0
0

3,566 7,230

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

「松江城」「水の都松江」の強みを活かしたプロモーションとブランディング戦略

4月

5月

3月

補助金申請受理・交付決定

補助金支払

実績報告・精算

負担金補助及び交付金 7,230

観光部観光振興課

7,230
7,230

0
0

7,230

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　観光回復推進人材確保事業費（新型コロナウイルス対策事業）令和4年度

補助・助成

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

松江水郷祭補助金

松江市の最大の夏祭りである水郷祭は「水の都」松江にふさわしく、宍道湖岸に繰り広げる水辺を活かしたイベ
ント。夏の風物詩で、松江市の活性化、観光客誘致には不可欠なイベントとして定着している。令和3年度は、
新型コロナウィルスの感染拡大防止の観点から中止とし、代替花火事業として小規模・分散型の「松江GENKI花
火」を企画。しかし、夏場に感染拡大したことから全日程（6日間）を全て中止とした。

＜令和4年度＞
令和4年度は、8月6日(土)・7日(日)を開催予定日として準備を進めていくが、花火の規模、関連イベントの開催
、有料観覧席設置については、コロナ禍の状況を踏まえ、松江水郷祭推進会議において検討をしていく。
〇実施団体（補助金交付先）：松江水郷祭推進会議（松江市・商工会議所・観光協会・青年会議所ほか）

〇新型コロナウィルス感染拡大
の影響により、松江水郷祭は中
止。代替花火事業として小規模
・分散型の「松江GENKI花火」
を企画。しかし、夏場に感染拡
大したことから全日程（6日間
）を全て中止とした。

〇開催予定日　8月6日(土)･7日(日)
〇コロナ禍前の規模の維持を基本に次
の内容を検討
・花火の規模、関連イベントの開催
・新型コロナウィルス感染症拡大防止
対策
・有料観覧席の検討（運営方法、経費
、販売方法など）

〇開催予定日　推進会議にて決定
〇R4年規模を基本に次の内容を検
討
・花火の規模、関連イベントの開
催
・新型コロナウィルス感染症拡大
防止対策
・有料観覧席の検討（運営方法、
経費、販売方法など）

新型コロナウィルス感染拡大防止を最優先に開催
内容、方法を検討する。まずは3年ぶりとなる花火
打上を安全に実施し、地域の活性化を図る。

コロナ禍の状況を注視し、市民の安心安全を最優
先に開催内容、方法を検討する必要がある。

市民の祭りとして定着しているが、西日本最
大級の湖上花火として県外へＰＲし観光誘客
を図る。

年間宿泊客数２５０万人、観光入込客数１，
１００万人を目指す。
※令和４年目標：宿泊客数、観光入込客数と
もに令和元年の８割を目指す

年間宿泊客数(万
人)

観光入込客数(万
人)

113

502

169

837

190

941

250

1,100

6,319

1,000
5,319
6,319 17,000

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

城下町文化など豊かな歴史文化、自然を活かした魅力向上

随時

5月24日

8月6・7日

ワーキング会議、実行委員会

水郷祭推進会議開催

松江水郷祭開催

負担金補助及び交付金 17,000

観光部観光振興課

17,000
0

5,000
12,000

17,000

計画目標に向けて進捗はやや遅れている3

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　松江水郷祭補助金令和4年度

実行委員会

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

松江武者行列事業費

（数値目標の目標年度）
年間宿泊客数：2029（R11）年、観光入込客数：2029（R11）年

平成15年度より、堀尾吉晴公とその一行が松江城に入城するシーンを表現した市民参加　
型イベント。毎回、前年度に参加者募集、練習会、着付け講習会などを実施し、本番に向けた準備を行う。
※H31年度：観客数14万人、行列参加者数255人

〇新型コロナウィルス感染症拡
大により中止
〇R4春の開催に向けた準備（練
習会等）中止

〇新型コロナウィルス感染症拡大によ
り中止
〇R5開催に向けた検討・準備

〇武者行列開催

〇市民や観光事業者と連携し、より効果的な誘客
イベントとなるよう見直しを行う。

〇城下町松江のPRや観光誘客につながるよう、イ
ベント内容・方法を検討する必要がある。

桜咲く春の城下町ならではの時代行列を行う
ことで、城下町松江の観光PRにつなげ、観光
誘客を図る。

年間宿泊客数250万人、観光入込客数1,100万
人を目指す。
※令和4年目標：宿泊客数、観光入込客数とも
令和元年の8割を目指す。

年間宿泊客数（
万人）

観光入込客数（
万人）

113

502

169

837

190

941

250

1,100

2,200

2,200
2,200 9,800

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

城下町文化など豊かな歴史文化、自然を活かした魅力向上

随時 開催方法の検討、開催準備

負担金補助及び交付金 9,800

観光部観光振興課

9,800

2,000
7,800

9,800

計画目標に向けて進捗はやや遅れている3

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　松江武者行列事業費令和4年度

実行委員会

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

松江水燈路事業費

（数値目標の目標年度）
年間宿泊客数：2029（R11）年、観光入込客数：2029（R11）年

　松江城や塩見縄手周辺のライトアップ、市民の手作り行灯などで灯りの演出を行うとともに、音楽や伝統
芸能などのイベント、屋台などによる賑わい創出を行う。

〇新型コロナウィルス感染症拡
大により中止
〇手作り行灯を設置し、動画配
信を実施
〇手作り行灯出展者限定で観覧
会実施（2日間で500人来場）

＜灯りの演出＞
〇松江城や塩見縄手のライトアップ
〇市民の手作り行灯設置、コンテスト
実施
〇アーティスト行灯の設置
＜賑わいづくり＞
〇イベント実施（音楽、伝統芸能など
）
〇鼕行列前夜祭ほか
〇屋台設置

＜灯りの演出＞
〇松江城や塩見縄手のライトアッ
プ
〇市民の手作り行灯設置、コンテ
スト実施
〇アーティスト行灯の設置
＜賑わいづくり＞
〇イベント実施（音楽、伝統芸能
など）
〇鼕行列前夜祭ほか
〇屋台設置

〇観光客の満足度アップを図るため、イベント内
容の検討を行う。
〇夜の賑わい創出に向け、各種団体、観光事業者
等との連携を図る。

〇訪れた観光客の満足度を高めるため、更なる磨
き上げが必要

城下町松江の夜の賑わいを創出し、宿泊客数
の増加及び夜の消費喚起につなげる

年間宿泊客数250万人、観光入込客数1,100万
人を目指す。
※令和4年目標：宿泊客数、観光入込客数とも
令和元年の8割を目指す。

年間宿泊客数（
万人）

観光入込客数（
万人）

113

502

169

837

190

941

250

1,100

8,138

8,138
8,138 22,000

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

城下町文化など豊かな歴史文化、自然を活かした魅力向上

6月

9月～10月

実行委員会開催

松江水燈路実施

負担金補助及び交付金 22,000

観光部観光振興課

22,000

2,500
19,500

22,000

計画目標に向けて進捗はやや遅れている3

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　松江水燈路事業費令和4年度

実行委員会

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

松江境港隠岐観光振興促進事業費

（数値目標の目標年度）年間宿泊客数：2029（R11）年、観光入込客数：2029（R11）年

　松江市、境港市、隠岐の島町、海士町、西ノ島町、知夫村の６市町村で松江境港隠岐観光振興協議会を組
織し、連携したプロモーションを実施する。

〇サイクリングYouTuberを活用
した情報発信

〇自然、文化歴史、食の観光素材を生
かした魅力発信

〇自然、文化歴史、食の観光素材
を生かした魅力発信

協議会との連携を強化し、効果的な誘客企画を実
施する。

松江、境港から隠岐への旅につなげる効果的な情
報発信が必要。

松江・境港・隠岐を一つの圏域ととらえ、一
体となって観光誘客を図る。

境港市及び隠岐４町村との連携強化及び松江市
への誘客数増加
年間宿泊客数250万人、観光入込客数1,100万人
※令和４年目標：宿泊客数、観光入込客数とも
に令和元年の８割を目指す

年間宿泊客数（
万人）

観光入込客数（
万人）

113

502

169

837

190

941

250

1,100

300

300
300 321

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

城下町文化など豊かな歴史文化、自然を活かした魅力向上

6月

7月

8月~３月

担当課長会

総会

事業実施

旅費

負担金補助及び交付金

21

300

観光部観光振興課

321

321

321

計画目標に向かって概ね順調2

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　松江境港隠岐観光振興促進事業費令和4年度

その他（協力、連携など）

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

嫁ヶ島活用事業費

（数値目標の目標年度）年間宿泊客数：2029（R11）年、観光入込客数：2029（R11）年

１．嫁ヶ島への渡航イベントやＰＲ事業など嫁ヶ島を活用した観光振興事業に補助。
・万灯会（６月）
・歩いて渡る嫁ヶ島（８月）
・仲秋の嫁ヶ島（１０月）

２．嫁ヶ島ライトアップ常設化に伴いライトアップを実施（４月～１１月）するための渡船と発電、及び機
器の管理を業務委託。

・嫁ヶ島を活用したイベントを
季節ごとに開催。
　万灯会（参加者250名）
　歩いて渡る嫁ヶ島（参加者19
0名）
　仲秋の嫁ヶ島（参加者300名
）
・嫁ヶ島の草刈など環境保護の
活動実施。
・常設ライトアップ（4月～11
月末）の点灯・維持管理業務委
託

・嫁ヶ島を活用したイベントを季節ご
とに開催。
　万灯会、歩いて渡る嫁ヶ島、仲秋の
嫁ヶ島
・嫁ヶ島の草刈など環境保護の活動実
施。
・常設ライトアップ（4月～11月末）の
点灯・維持管理業務委託

・嫁ヶ島を活用したイベントを季
節ごとに開催。
　万灯会、歩いて渡る嫁ヶ島、仲
秋の嫁ヶ島
・嫁ヶ島の草刈など環境保護の活
動実施。
・常設ライトアップ（4月～11月末
）の点灯・維持管理業務委託

・嫁ヶ島の景観維持・観光活用を目的に行われる
各種事業を広く市民や観光客にＰＲし、水の都松
江の観光スポットとしての活用を図っていく。
・大橋川の改修にともない水辺の利活用について
、さまざまな検討、取り組みがなされており、関
係する団体との連携を図っていく。

・嫁ヶ島を中心とした観光イベントを行い、水郷
祭、大茶会、水燈路など市のイベントとの連携し
た事業で、嫁ヶ島の観光活用を図る。
・市も連携してＰＲなどの取り組みを行い、更な
る集客を図る必要がある。

宍道湖や嫁ヶ島を活用し、水の都松江の知名
度向上を図る。

年間宿泊客数250万人、観光入込客数1,100万
人を目指す。
※令和４年目標：宿泊客数、観光入込客数と
もに令和元年の８割を目指す

年間宿泊客数（
万人）

観光入込客数（
万人）

113

502

169

837

190

941

250

1,100

2,606

2,606
0

2,606 2,768

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

城下町文化など豊かな歴史文化、自然を活かした魅力向上

4～11月

5月

6月

8月

10月嫁ヶ島ライトアップ

補助金交付申請、交付決定

万灯会

歩いて渡る嫁ヶ島

仲秋の嫁ヶ島

委託料

負担金補助及び交付金

1,268

1,500

観光部観光振興課

2,768

2,768
0

2,768

計画目標に向かって概ね順調2

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　嫁ヶ島活用事業費令和4年度

その他（協力、連携など）

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

観光客おもてなし事業補助金

（数値目標の目標年度）年間宿泊客数：2029（R11）年、観光入込客数：2029（R11）年

〇観光客おもてなし事業を実施する松江観光協会に補助金を交付
・松江城及びその周辺での武者によるおもてなし
・土日祝日等に常駐し、観光客を出迎える
〇観光客動向調査（聞取りによる情報収集）

〇松江城・武者のおもてなし
　実績：140日
〇観光客動向調査（聞取りによ
る情報収集）

〇松江城・武者のおもてなし
〇観光客動向調査（聞取りによる情報
収集）

〇松江城・武者のおもてなし
〇観光客動向調査（聞取りによる
情報収集）

〇人材の確保、運営方法の検討を進める〇武者役の人材が不足しており、おもてなしの充
実が難しい

国宝松江城にふさわしい甲冑姿の武者による
観光客のおもてなしを通して、松江城や城下
町のイメージを発信する。

観光入込客数年間1,100万人、宿泊客数年間25
0万人の達成
※令和４年目標：宿泊客数、観光入込客数と
もに令和元年の８割を目指す

年間宿泊客数（
万人）

観光入込客数（
万人）

113

502

169

837

190

941

250

1,100

3,600

3,600
3,600 3,600

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

城下町文化など豊かな歴史文化、自然を活かした魅力向上

通年 松江城周辺におけるおもてなし案内・動向調査

負担金補助及び交付金 3,600

観光部観光振興課

3,600
1,800

1,800

3,600

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　観光客おもてなし事業補助金令和4年度

補助・助成

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

松江しんじ湖温泉振興対策事業補助金

（数値目標の目標年度）年間宿泊客数：2029（R11）年、観光入込客数：2029（R11）年

松江しんじ湖温泉の情報発信及び温泉街の環境整備を実施する２団体に補助金交付
〇松江しんじ湖温泉旅館協議会
〇松江しんじ湖温泉振興協議会

〇宣伝広告事業
〇温泉街環境整備（街灯・足湯
・植栽管理）
〇温泉駅での看板広告設置

〇宣伝広告事業
〇温泉街環境整備（街灯・足湯・植栽
管理）
〇温泉駅での看板広告設置

〇宣伝広告事業
〇温泉街環境整備（街灯・足湯・
植栽管理）
〇温泉駅での看板広告設置

〇宿泊施設等との連携を図り、効果的な誘客企画
やプロモーションを実施する

〇松江しんじ湖温泉の宿泊客数の増につなげるた
め、ブランド力を高める必要がある

松江しんじ湖温泉のブランド力向上と温泉街
の環境整備を行い、観光誘客を促進する。

年間宿泊客数250万人の達成、観光入込客数1,
100万人を目指す。
※令和４年目標：宿泊客数、観光入込客数と
もに令和元年の８割を目指す

年間宿泊客数（
万人）

観光入込客数（
万人）

113

502

169

837

190

941

250

1,100

1,922

1,922
1,922 1,922

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

城下町文化など豊かな歴史文化、自然を活かした魅力向上

7月 補助金交付

負担金補助及び交付金 1,922

観光部観光振興課

1,922

0
1,922

1,922

計画目標に向かって概ね順調2

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　松江しんじ湖温泉振興対策事業補助金令和4年度

補助・助成

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

島根半島等地域魅力発信事業費

（数値目標の目標年度）年間宿泊客数：2029（R11）年、観光入込客数：2029（R11）年

島根町・美保関町など半島部の観光資源を活かした観光誘客を図るために、行政、地元の関係団体で組織す
る大山隠岐国立公園満喫プロジェクト島根半島東部協議会の取組み（ソフト事業）に対し補助金を交付する
。

〇「大山隠岐国立公園ステップアップ
プログラム2025」に沿った事業の実施
・情報発信事業
・観光客受入環境整備事業
・島根町・美保関町それぞれ各地域で
行われる取組への支援事業

〇「大山隠岐国立公園ステップア
ッププログラム2025」に沿った事
業の実施
・情報発信事業
・観光客受入環境整備事業
・島根町・美保関町それぞれ各地
域で行われる取組への支援事業

〇地元関係団体等との連携を図り、効果的なプロ
モーションや誘客企画、受入環境整備を進める

〇観光客受入環境の整備、地元関係団体との連携
強化が必要
〇島根半島・宍道湖中海ジオパークの事業との連
携を図る必要がある

島根町・美保関町など半島部の観光資源を活
かし、観光誘客を図る。

年間宿泊客数250万人、観光入込客数1,100万
人を目指す。
※令和４年目標：宿泊客数、観光入込客数と
もに令和元年の８割を目指す

年間宿泊客数（
万人）

観光入込客数（
万人）

113

502

169

837

190

941

250

1,100

0

0
0 1,000

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

城下町文化など豊かな歴史文化、自然を活かした魅力向上

6月

6月～3月

総会

事業実施

負担金補助及び交付金 1,000

観光部観光振興課

1,000

1,000

1,000

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　島根半島等地域魅力発信事業費令和4年度

協議会

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

ジオパーク推進事業費

（数値目標の目標年度）
松江ビジターセンター年間来場者数及び認定ガイド総数、ジオサポ年間登録者数：2029（R11）年度

本ジオパークは、ふるさとへの誇りと愛着を高め、人材育成を促進するため、保全・保護や教育などの活動
に取り組むとともに、観光や産業などの地域振興につなげる活動に取り組んでいる。神話の地ならではの「
出雲国風土記の自然と歴史に出合う大地」をテーマに、新たに策定する推進行動計画（令和4年度から4年間
の計画期間）や保全管理計画にもとづき官民挙げた取り組みを推進していく。 
また、令和3年度の再認定審査で指摘された課題などについて、次回の再認定審査までに改善を図る必要が
ある。

〇推進協議会事業
・日本ジオパーク再認定審査
・次期推進行動計画（令和4年～7年度）及び保
全管理計画の策定準備
・ジオガイドの養成（10人）
・看板整備（3枚）
・ジオパークサポーター登録（344人）
・パートナーシップ協定締結（1件）
・小学校におけるジオパーク授業バス借上料補
助金交付（27校）
・地域活動補助金交付（10件）
〇全国大会実行委員会事業
・10月3日～5日、第11回日本ジオパーク全国大
会島根半島・宍道湖中海大会開催
全国のジオパーク関係者はオンライン参加（参
加登録者数643人）
出雲市ビッグハート出雲でのプログラムは島根
県民に限定して開催（来場者数206人）
・令和4年3月28日、実行委員会解散

〇推進協議会事業
・次期推進行動計画（令和4年～7年度）及び
保全管理計画の策定
・主なジオサイトのモニタリングなど、地球
環境の保全活動
・地球環境の保全に向けた地域、学校での教
育活動
・島根半島を横断するロングトレイルコース
の検討
・ジオガイドの養成 、スキルアップ
・ジオツアーの造成、実施
・看板整備
・ジオパークサポーター登録
・パートナーシップ協定締結
・小学校におけるジオパーク授業バス借上料
補助金交付
・地域活動補助金交付　など

〇推進協議会事業
・主なジオサイトのモニタリング
など、地球環境の保全活動
・地球環境の保全に向けた地域、
学校での教育活動
・ロングトレイルコースの検討
・ジオガイドの養成 、スキルアッ
プ
・ジオツアーの造成、実施
・看板整備
・ジオパークサポーター登録
・パートナーシップ協定締結
・小学校におけるジオパーク授業
バス借上料補助金交付
・地域活動補助金交付　など

再認定審査で指摘された課題の改善を図るととも
に、新たな推進行動計画や保全管理計画にもとづ
き、地域住民や他ジオパークとさらに連携し、持
続可能な地域づくりや保全、教育などの活動の推
進により観光や産業などの地域振興につなげる。

令和3年度の日本ジオパーク再認定審査で指摘され
た課題について、次回再認定審査までに改善を図
る必要がある。
また、令和4年度に策定予定の新たな推進行動計画
や保全管理計画にもとづき、着実に活動を実行す
る必要がある。

ジオパークの取組を通じて、大地の成り立ち
と歴史文化を学び、見つめ直すことで、ふる
さとへの誇りと愛着を高めるとともに、その
魅力を発信して交流人口の拡大を図る。

観光誘客の拡大とともに、郷土愛の醸成や環
境意識の向上を図る。

松江ビジターセ
ンター年間来場
者数（人）

認定ガイド総数
（人）

ジオサポ年間登
録者数（人）

4,554

45

356

4,600

55

450

4,700

65

460

5,500

100

500

19,650
0
0

19,650
0

19,650 10,635

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

城下町文化など豊かな歴史文化、自然を活かした魅力向上

7月

7月

3月

随時

年1回

随時

随時

随時

ジオパーク推進協議会臨時総会開催

新たな推進行動計画策定

ジオパーク推進協議会定例総会開催

ジオサイトの見直し

主なジオサイトのモニタリング実施

関係団体とのパートナシップ協定締結

小学生などへのジオパーク教育実施

パートナーシップ協定締結

報酬

職員手当等

共済費

旅費

負担金補助及び交付金

1,750

358

347

180

8,000

文化スポーツ部文化振興課ジオパーク推
進室

10,635
0
0

10,635
0

10,635

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

文化スポーツ部文化振興課ジオパーク推進室　ジオパーク推進事業費令和4年度

協議会

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

Ｗｉ－Ｆｉスポットサービス管理運営費

（数値目標の目標年度）観光宿泊客数：2029(R11）年、観光入込客数：2029(R11)年

〇市内にフリーＷｉ－Ｆｉスポットを設置し、観光客が情報収集や発信しやすい環境を整える
スポット数28カ所

〇フリーＷｉ－Ｆｉスポット28
カ所分の運営

〇フリーＷｉ－Ｆｉスポット28カ所分
の運営

〇フリーＷｉ－Ｆｉスポット28カ
所分の運営

利用状況の分析やニーズの把握を行い、必要に応
じて増強・増設を検討する。

通信速度や同時接続数が十分でないスポットもあ
り、増強・増設の検討が必要。

市内にフリーＷｉ－Ｆｉスポットを設置し、
国内外からの観光客の利便性を高める

年間宿泊客数250万人、観光入込客数1100万人
を目指す。
※令和４年目標：宿泊客数、観光入込客数と
もに令和元年の８割を目指す

年間宿泊客数（
万人）

観光入り込み客
数（万人）

113

502

169

837

190

941

250

1,100

1,827

1,827
1,827 1,828

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

城下町文化など豊かな歴史文化、自然を活かした魅力向上

通年 Wi-Fi環境提供

委託料

負担金補助及び交付金

861

967

観光部観光振興課

1,828

1,828

1,828

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　Ｗｉ－Ｆｉスポットサービス管理運営費令和4年度

共創の手法になじまない

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

美保関観光振興事業費

（数値目標の目標年度）年間宿泊客数：2029（R11）年、観光入込客数：2029（R11）年

　美保関町の観光振興を目的とする美保関地域観光振興協議会に対し、事業及びその実施に必要な人件費な
どの経費への補助を行う。美保関町の観光振興を図る為、美保神社など、地域の観光資源と特色を最大限に
活かした観光事業を実施する。美保関特有の自然環境や美保神社、青石畳通りなどの既存観光資源の魅力を
再認識し、未活用資源の顕在化を図るとともに、体験プログラムの充実など観光客のニーズに合わせた新た
な付加価値を加えるなど、滞	在型観光の促進を図る。

【観光振興対策基本事業】
・地域資源を活かした誘客事業
・来訪者増加のための対策事業
・滞在型観光地としての対策事業
・情報発信事業
【観光・物産PR強化事業】
・情報発信事業
【地域活性化活動支援事業】
・「商売繁盛の神」の地域的発信と
誘客対策
・「歌舞音曲の神」の全国的発信と
誘客対策
・正調関乃五本松節保存会と連携し
たイベント対応
・えびす音曲祭の開催

【観光振興対策基本事業】
・地域資源を活かした誘客事業
・来訪者増加のための対策事業
・滞在型観光地としての対策事業
・情報発信事業
【観光・物産PR強化事業】
・情報発信事業
【地域活性化活動支援事業】
・「商売繁盛の神」の地域的発信と誘客対策
・「歌舞音曲の神」の全国的発信と誘客対策
・正調関乃五本松節保存会と連携したイベン
ト対応
・えびす音曲祭の開催
【インバウンド対策事業】
・インバウンド対策促進基本事業

【観光振興対策基本事業】
・地域資源を活かした誘客事業
・来訪者増加のための対策事業
・滞在型観光地としての対策事業
・情報発信事業
【観光・物産PR強化事業】
・情報発信事業
【地域活性化活動支援事業】
・「商売繁盛の神」の地域的発信と誘客
対策
・「歌舞音曲の神」の全国的発信と誘客
対策
・正調関乃五本松節保存会と連携したイ
ベント対応
・えびす音曲祭の開催
【インバウンド対策事業】
・インバウンド対策促進基本事業

〇美保神社など、地域の観光資源と特色を最大限
に活かした観光事業を実施する。
〇自然資源を活かした体験型観光の推進。

〇観光客のニーズに対応した観光商品づくりと効
果的なプロモーションを行っていくため、地域住
民との連携強化が求められる。
〇地域における消費拡大の仕掛けづくり。

美保関町の観光振興を図る為、美保神社など
、地域の観光資源と特色を最大限に活かした
観光事業を実施する。

年間宿泊客数２５０万人、観光入込客数１，
１００万人を目指す。
※令和４年目標：宿泊客数、観光入込客数と
もに令和元年の８割を目指す

年間宿泊客数（
万人）

観光入込客数（
万人）

113

502

169

837

190

941

250

1,100

11,610

11,610

0
11,610 11,610

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

城下町文化など豊かな歴史文化、自然を活かした魅力向上

毎月 美保関地域観光振興協議会委員会

負担金補助及び交付金 11,610

観光部観光振興課

11,610

0

11,610

11,610

計画目標に向かって概ね順調2

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　美保関観光振興事業費令和4年度

補助・助成

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

「怪談のふるさと松江」事業費

（数値目標の目標年度）年間宿泊客数：2029（R11）年、観光入込客数：2029（R11）年

「松江怪喜宴」（①松江怪談談義と②酒林堂八雲）の開催。
①松江怪談談義：小泉凡氏と観光大使木原浩勝氏による怪談対談　平成25年度開始
②酒林堂八雲：観光大使茶風林氏（声優）企画演出による怪談朗読会　平成26年度開始

〇主催：実行委員会（観光振興課が事務局）
〇補助金：2,200千円
■補助金交付先
〇松江怪喜宴実行委員会

〇松江怪喜宴（松江怪談談義・
酒林堂 八雲）の開催中止
令和3年9月予定を令和4年3月に
延期したが、年明けからの新型
コロナウイルス感染症拡大によ
り中止した。

〇松江怪喜宴
　　松江怪談談義　9/16開催予定
　　酒林堂 八雲　9/17・18開催予定
〇SNSや動画配信サイトなども活用して
県外への周知を図っていく
〇小泉八雲の"怪談"のほか、"新作怪談
"も活用する

〇開催方法、会場等は実行委員会
で検討
〇SNSや動画配信サイトなども活用
して県外への周知を図っていく
〇小泉八雲の"怪談"のほか、"新作
怪談"も活用する

〇平成26年度から継続実施し、「怪談のふるさと
松江」を広く発信する事業として定着してきてい
る。今後も人気の声優を活用し、怪喜宴の付加価
値を高めたり、新たな企画を展開することで、「
怪談のふるさと松江」の知名度を高める必要があ
る。

〇松江怪喜宴（松江怪談談義・酒林堂八雲）の参
加者は5割以上の参加者が県外観光客であり、「怪
談を活用した新たな観光誘客」という目的を達成
しているものの、まだ「怪談のふるさと松江」の
認知度が高いとは言えない。

「怪談」という新しいテーマによる観光素材
を利用して効果的に情報発信することで、新
たな観光客層からの観光誘客を推進する。※
令和元年度の松江怪喜宴来場者のうち52.6％
が県外客（来場者アンケートより）。

年間宿泊客数250万人、観光入込客数1,100万
人を目指す。
※令和４年目標：宿泊客数、観光入込客数と
もに令和元年の８割を目指す

年間宿泊客数（
万人）

観光入込客数
（万人）

113

502

169

837

190

941

250

1,100

1,311

1,311
1,311 2,200

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

城下町文化など豊かな歴史文化、自然を活かした魅力向上

4月

5月

6月

7月

9月内容について関係者との協議

関係者現地視察

プレスリリース

チケット販売開始

松江怪喜宴の開催

負担金補助及び交付金 2,200

観光部観光振興課

2,200

2,200

2,200

計画目標に向けて進捗はやや遅れている3

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　「怪談のふるさと松江」事業費令和4年度

実行委員会

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

小泉八雲記念館管理運営費

・本施設は、指定管理制度を活用し施設の活用を図っている。
・小泉八雲の遺品、図書、資料等を活用し、企画展を開催する。
・法定点検等施設管理を行う。

企画展「神々の国の首都に住ま
ふ４４３日」
開催：令和３年６月２７日～令
和４年６月１２日

企画展「虫の詩かそけきものの声音を
愛す」
開催：令和４年６月２６日～令和５年
６月１１日

企画展開催（内容未定）

・松江城を始めとする、周辺の文化・観光施設と
連携しながら、より質の高い文化施設として位置
付ける。
・入館者数の目標値として、令和６年度には、令
和元年度（80,000人）並みの入館者数への回復を
目指す。

小泉八雲の研究拠点として、小泉八雲旧居と合わ
せて施設のあり方を整理する必要がある。

小泉八雲の功績を後世に伝える施設として、
小泉八雲の遺品、図書、資料等を収集、保管
、展示を行う。多様な市民のニーズに応え、
交流、発表、学びの場を提供する。

・小泉八雲の顕彰並びに、普及啓発を行う。
・適切な施設管理、運営を行う。
・企画展などを開催し、情報発信を行う。

来館者数

29,877 64,000 72,000 88,000

34,890

4,751
30,139
34,890 35,012

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

城下町文化など豊かな歴史文化、自然を活かした魅力向上

６月

６～７月

７～８月

１１月

企画展開始

令和５年度指定管理(非公募)に向けて事前協議

令和５年度指定管理(非公募)手続き準備

令和５年度指定管理(非公募)１１月議会議案提出

報酬

共済費

需用費

役務費

委託料

3,432

550

50

174

30,806

文化スポーツ部文化振興課

35,012

35,012
0

35,012

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

文化スポーツ部文化振興課　小泉八雲記念館管理運営費令和4年度

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

小泉八雲旧居管理運営費

・本施設は、指定管理制度を活用し施設の活用を図っている。
・国の史跡であることから、文化財保護法に基づき、適切な施設管理を行う。

史跡小泉八雲旧居土塀保存修理
工事

・修繕必要箇所調査及び修繕
・施設の非公開部分の活用の検討

・修繕必要箇所調査及び修繕
・施設の非公開部分の活用の検討
及び調査

・松江城を始めとする、周辺の文化・観光施設と
連携しながら、より質の高い文化施設として位置
付ける。
・入館者数の目標値として、令和６年度には、令
和元年度（37,000人）並みの入館者数への回復を
目指す。

・小泉八雲の研究拠点として、小泉八雲記念館と
合わせて施設のあり方を整理する必要がある。
・施設の非公開部分の活用に向けた整理をする必
要がある。

小泉八雲が暮らした武家及び庭を保存し、そ
の一部を観覧用に供することにより、小泉八
雲に対する知識と理解を広め、文化振興に寄
与することを目的とする。

・小泉八雲の顕彰並びに、普及啓発を行う。
・適切な施設管理、運営を行う。
・広く情報発信を行う。

来館者数

12,197 30,000 34,000 41,000

8,745

2,052
6,693
8,745 8,423

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

城下町文化など豊かな歴史文化、自然を活かした魅力向上

６～７月

７～８月

１１月

令和５年度指定管理(非公募)に向けて事前協議

令和５年度指定管理(非公募)手続き準備

令和５年度指定管理(非公募)１１月議会議案提出

需用費

役務費

委託料

135

87

8,201

文化スポーツ部文化振興課

8,423

7,976
447

8,423

計画目標に向けて順調に推移1

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

文化スポーツ部文化振興課　小泉八雲旧居管理運営費令和4年度

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

インバウンド観光推進事業費

（数値目標の目標年）外国人観光宿泊客数：2029（R11）年

１　海外に向けたプロモーション
(1) 重点市場　東アジア・欧米豪・東南アジア
(2) 事業内容
①旅行会社への営業、商談会への参加による商品造成促進（現地営業代行業者（レップ）の活用）
②SNS等を活用した情報発信やイベント等への出展によるPR活動

２　国内在住外国人等の発信力を活用した国内外へのアプローチ
３　受入環境整備　外国語パンフレット、マップ作成等

○台湾　SNS等での情報発信、イ
ベント出展、リモートセールス
○香港　Web等での情報発信
○韓国　ブログ運営、専門職員配
置
○フランス　旅行博出展
○タイ　SNSでの情報発信
○共通　日本在住キーパーソン・
国際交流員による情報発信、JNTO
を活用した情報発信、オンライン
商談会
○受入環境整備　外国語パンフレ
ット作成

○台湾　SNS等での情報発信、イベント
出展、商談会参加
○香港　Web等での情報発信
○韓国　ブログ運営、専門職員配置、
商談会参加
○フランス　旅行博出展
○タイ　SNSでの情報発信
○共通　日本在住キーパーソン・国際
交流員による情報発信、JNTOを活用し
た情報発信、オンライン商談会
○受入環境整備　外国語マップ作成

○台湾　SNS等での情報発信、イベ
ント出展、商談会参加
○香港　Web等での情報発信
○韓国　ブログ運営、専門職員配
置、商談会参加
○フランス　旅行博出展
○タイ　SNSでの情報発信
○共通　国際交流員による情報発
信、JNTOを活用した情報発信、オ
ンライン商談会
○受入環境整備　外国語パンフレ
ット作成

SNS等の活用や対面、あるいはオンラインセールス
など、その時々のベストな手法により情報発信や
営業活動を実施していく。
渡航制限が解除となった市場から順次、速やかに
誘客を進めていく。
日本から海外に向けた発信で実績を有する人との
連携等を通じ、その発信力を活用して国内外に向
けたアプローチを継続していく。

コロナ禍収束後の訪日旅行再開に備え、継続的な
情報発信と旅行会社へのアプローチが必要不可欠
である。
コロナ禍で海外市場でのプロモーション活動が制
限される中、新たに取り組み始めた認知度向上施
策の継続とともに、さらなる施策の検討が必要。

　海外に向けたプロモーション、情報発信を
行うとともに、外国人観光客が快適に滞在、
周遊できる環境整備を行い、更なる誘客につ
なげる。

外国人観光宿泊客数　150,000人〔2029（R11
）年〕

外国人観光宿泊
客数（人）

1,047 10,000 40,000 150,000

17,607

17,607
17,607 13,003

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

インバウンド強化事業

通年

通年

下期

各種情報発信

受入環境充実

商談会・イベント等によるＰＲ

旅費

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃借料

負担金補助及び交付金

1,969

600

100

9,482

40

812

観光部国際観光課

13,003

13,003

13,003

計画目標に向け進捗は遅れている4

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部国際観光課　インバウンド観光推進事業費令和4年度

共創の手法になじまない

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

広域観光周遊ルート整備促進事業費

（数値目標の目標年）
外国人観光宿泊客数：2029（R11）年

　多くの外国人観光客が訪れる広島からの誘客を図るため、外国人観光客を対象に広島松江間高速バスのワ
ンコイン（500円）化を実施する。

広島松江間の高速バスワンコイ
ン事業
R3年度利用者数　1,278人

高速バスを活用した広島・山陰
への周遊観光促進事業への参画
（観光庁補助事業）

広島松江間の高速バスワンコイン事業
R4年度利用見込み者数　1,500人

広島松江間の高速バスワンコイン
事業
R5年度利用見込み者数　2,200人

山陽方面の関係機関や山陰インバウンド機構と連
携し当該事業を展開していく。

新しいデスティネーションとして本市を選んでも
らい、観光地としての評価を高めていくことが必
要。

　広島を中心に多くの外国人観光客が訪れる
山陽方面と当市を縦軸で結ぶ周遊ルートを確
立し、当市への外国人観光客誘致につなげる
。

外国人観光宿泊客数　150,000人〔2029（R11
）年〕

外国人観光宿泊
客数（人）

1,047 10,000 40,000 150,000

1,949

1,949
1,949 1,749

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

インバウンド強化事業

通年 広島松江間高速バスワンコイン事業

需用費

負担金補助及び交付金

249

1,500

観光部国際観光課

1,749

1,749

1,749

計画目標に向け進捗は遅れている4

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部国際観光課　広域観光周遊ルート整備促進事業費令和4年度

その他（協力、連携など）

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

観光需要Ｖ字回復事業費（新型コロナ対策事業）（国際観光課分）

（数値目標の目標年）
外国人観光宿泊客数：2029（R11）年

インバウンド再開時に遅滞なく海外需要を取り込み、コロナ禍で落ち込んだ観光需要をＶ字回復させるた
め、積極的なプロモーションを展開する。
①台湾市場に向けたオール松江セールスキャラバン
②フランス市場に向けたトップセールス
③訪日旅行商品を造成する国内旅行会社へのアプローチ

○台湾　市内観光関連事業者と連携し
たオール松江セールスキャラバン
○フランス　市長によるトップセール
ス
○国内　訪日旅行商品を造成する国内
旅行会社の担当者招請

　観光需要のＶ字回復を図るため、コロナ禍前の
宿泊者数が多い国・地域に集中的にプロモーショ
ンを実施するとともに、さまざまな国・地域で販
売される商品を造成する国内旅行会社に対して積
極的に働きかけていく。

コロナ禍でインバウンドが停止してから２年が
経過し、海外において訪日旅行需要が高まる中、
インバウンド再開時には国内各地で外国人旅行者
獲得に向けた取組みが加速していくことが考えら
れるため、本市においても積極的に取り組む必要
がある。

　国内外の誘客対策の促進によって観光需要
を喚起し、コロナ禍で落ち込んだ観光需要の
Ｖ字回復を図る。

外国人観光宿泊客数　150,000人〔2029（R11
）年〕

外国人観光宿泊
客数（人）

1,047 10,000 40,000 150,000

0
0 8,260

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

インバウンド強化事業

渡航制限解除後

渡航制限解除後

12月～

台湾市場向けオール松江セールスキャラバン

フランス市場向けトップセールス

国内旅行会社造成担当者招請

旅費

需用費

委託料

使用料及び賃借料

3,857

100

4,283

20

観光部国際観光課

8,260

8,260

8,260

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部国際観光課　観光需要Ｖ字回復事業費（新型コロナ対策事業）（国際観光課分）令和4年度

共創の手法になじまない

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

外国人滞在型観光促進事業費（新型コロナウイルス対策事業）

（数値目標の目標年）
外国人観光宿泊客数：2029（R11）年

松江観光協会が訪日団体旅行誘致のために行う事業に対し補助金を交付する。
＜事業内容＞
市内宿泊施設を利用する訪日団体旅行を企画・実施、手配する旅行業者に対し、１人1泊あたり2,000円を補
助する。

外国人滞在型観光促進事業費補
助金交付見込み
0人･泊分

外国人滞在型観光促進事業費補助金交
付見込み
1,850人･泊分

外国人滞在型観光促進事業費補助
金交付見込み
4,850人･泊分

訪日旅行を取り扱う旅行会社に対し補助金を交付
することで、旅行商品の新規造成を促進するとと
もに、既存旅行商品の継続販売を促していく。

新しいデスティネーションとして松江を選んでも
らい、観光地としての評価を高めていくことが必
要。

松江市への訪日旅行客の増加を図ることによ
り、観光事業の振興・発展に寄与することを
目的とする。

外国人観光宿泊客数　150,000人〔2029（R11
）年〕

外国人観光宿泊
客数（人）

1,047 10,000 40,000 150,000

0

0
0 3,000

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

インバウンド強化事業

通年 補助金受理申請～交付手続き

負担金補助及び交付金 3,000

観光部国際観光課

3,000
3,000

0
0

3,000

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部国際観光課　外国人滞在型観光促進事業費（新型コロナウイルス対策事業）令和4年度

共創の手法になじまない

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

広域観光推進事業費

（数値目標の目標年度）年間宿泊客数：2029（R11）年、観光入込客数：2029（R11）年

　県内、中海・宍道湖・大山圏域、山陰、中国地方などの自治体等と広域連携し、プロモーションを実施し
て誘客を図る。

＜広域連携＞
〇島根県観光連盟
〇広島地区観光情報発信事業
〇中海・宍道湖・大山圏域観光
局
〇山陰観光連盟
〇山陰花めぐり協議会
〇中国広域観光連絡協議会

＜広域連携＞
〇島根県観光連盟
〇広島地区観光情報発信事業
〇中海・宍道湖・大山圏域観光局
〇山陰観光連盟
〇山陰花めぐり協議会
〇中国広域観光連絡協議会

＜広域連携＞
〇島根県観光連盟
〇広島地区観光情報発信事業
〇中海・宍道湖・大山圏域観光局
〇山陰観光連盟
〇山陰花めぐり協議会
〇中国広域観光連絡協議会

〇県内や隣県自治体等との連携を強化し、観光誘
客、周遊促進を図る

〇広域連携を図り、より効果的な事業を実施する
必要がある

広域連携によるプロモーションを実施し、観
光誘客を図る。

年間宿泊客数250万人、観光入込客数1,100万
人
※令和４年目標：宿泊客数、観光入込客数と
もに令和元年の８割を目指す

年間宿泊客数（
万人）

観光入込客数（
万人）

113

502

169

837

190

941

250

1,100

13,622

13,622
13,622 15,317

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

新たな層の観光客の開拓の強化

通年

通年

関係自治体、関係団体と連携した観光情報発信

各県人会市人会

旅費

需用費

使用料及び賃借料

負担金補助及び交付金

400

30

5

14,882

観光部観光振興課

15,317

15,317

15,317

計画目標に向かって概ね順調2

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　広域観光推進事業費令和4年度

共創の手法になじまない

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

大会団体受入経費

（数値目標の目標年度）年間宿泊客数：2029（R11）年、観光入込客数：2029（R11）年

松江市で開催されるコンベンション誘致を進めるため、大会主催者に対して歓迎用看板及び郷土芸能を提供
するもの　
〇委託開始：平成１７年度〜　
〇委託先：（一財）くにびきメッセ　
〇委託目的：コンベンション主催者の利便性確保と事業の効率化を図る

〇歓迎看板の提供　15件
〇郷土芸能の提供　0件

・歓迎看板の提供
・郷土芸能の提供

・歓迎看板の提供
・郷土芸能の提供

誘致活動を行うくにびきメッセと連携を密にし、
開催地としての魅力を高める。

大会主催者、参加者のニーズを把握し、満足度を
高める必要がある。

松江市で開催されるコンベンション誘致促進
を図るため、大会主催者に対して歓迎用看板
及び郷土芸能の提供を行う。

年間宿泊客数２５０万人、観光入込客数１，
１００万人を目指す。
※令和４年目標：宿泊客数、観光入込客数と
もに令和元年の８割を目指す

年間宿泊客数（
万人）

観光入込客数（
万人）

113

502

169

837

190

941

250

1,100

142

142
142 1,349

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

新たな層の観光客の開拓の強化

随時 大会開催時の看板、芸能提供

委託料 1,349

観光部観光振興課

1,349

1,349

1,349

計画目標に向けて進捗はやや遅れている3

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　大会団体受入経費令和4年度

委託

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

ボランティアガイド事業費

（数値目標の目標年度）
年間宿泊客数：2029（R11）年、観光入込客数：2029（R11）年

松江市観光ガイド活動推進協議会を組織し、「松江ボランティアガイドの会」「松江グッドウィルガイド連
絡会」の活動を支援することで、観光客へのおもてなしの充実を図る。
※松江ボランティアガイドの会・・・日曜常駐ガイド（無料）、依頼ガイド（有料）
松江グッドウィルガイド連絡会・・・日曜常駐ガイド（無料）、依頼ガイド（有料）

〇松江観光ボランティアガイド
の会支援（研修会）
〇松江グッドウィルガイド支援
（研修会）

〇松江観光ボランティアガイドの会支
援
〇松江グッドウィルガイド支援

〇松江観光ボランティアガイドの
会支援
〇松江グッドウィルガイド支援

ガイドの活動を市民に知ってもらい、ガイド会員
数を増やす。

ガイドのニーズが高まっていることから、新たな
ガイドの確保が必要。

松江を訪れる国内外の観光客の満足度向上

年間宿泊客数２５０万人、観光入込客数１，
１００万人を目指す。
※令和4年目標：宿泊客数、観光入込客数とも
令和元年の8割を目指す。

年間宿泊者客数
（万人）

観光入込客数

113

502

169

837

190

941

250

1,100

175

175
175 175

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

新たな層の観光客の開拓の強化

日曜日

随時

随時

松江城での無償ガイド

有償のオーダーガイド

外国人観光客向け通訳ガイド

負担金補助及び交付金 175

観光部観光振興課

175

175

175

計画目標に向かって概ね順調2

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　ボランティアガイド事業費令和4年度

補助・助成

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

松江国際観光案内所管理運営委託費

（数値目標の目標年度）
年間宿泊客数：2029（R11）年、観光入込客数：2029（R11）年

　松江国際観光案内所の管理運営を松江観光協会に委託。国内外の観光客への情報提供、案内を行う。
　日本政府観光局により常時英語での対応が可能なカテゴリー２に認定されている。

〇松江国際観光案内所管理運営
　観光施設、宿泊施設、飲食店
、交通等の案内
　利用実績　33,856人（うち外
国人595人）

〇松江国際観光案内所管理運営
　観光施設、宿泊施設、飲食店、交通
等の案内

〇松江国際観光案内所管理運営
　観光施設、宿泊施設、飲食店、
交通等の案内

〇他の自治体の観光案内所とも連携し、広範囲な
観光案内を目指す。
〇インバウンドに対応し、外国語での情報提供の
充実を図る。

〇松江市の情報に加え、より広範囲な情報提供が
求められる

松江国際観光案内所において、観光客への情
報提供や各種案内を行い、国内外の観光客が
安心して過ごせる環境を整える。

年間宿泊客数250万人、観光入込客数1,100万
人を目指す。
※令和4年目標：宿泊客数、観光入込客数とも
令和元年の8割を目指す。

年間宿泊客数（
万人）

観光入込客数（
万人）

113

502

169

837

190

941

250

1,100

16,958

16,958
16,958 22,001

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

新たな層の観光客の開拓の強化

通年

通年

JR松江駅北口案内所にて観光案内

インバウンド対応

委託料 22,001

観光部観光振興課

22,001

22,001

22,001

計画目標に向かって概ね順調2

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　松江国際観光案内所管理運営委託費令和4年度

委託

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

コンベンション対策事業費

（数値目標の目標年度）観光宿泊客数：2029（R11）年、観光入込客数：2029年（R11）年

〇コンベンション開催支援補助：大会規模、延べ宿泊者数に応じて主催団体へ補助金交付
〇コンベンション観光バス運行補助：エクスカーションや懇親会会場への移動に利用するバスの借上げ経費
を補助
〇くにびきメッセ負担金（人件費）

〇コンベンション開催支援補助
　10件
〇コンベンション観光バス運行
補助　1件
〇くにびきメッセ負担金
※開催件数10件（国際2件・全
国4件、西日本2件、中国2件、
合宿0件）

〇コンベンション開催支援補助　
〇コンベンション観光バス運行補助
〇くにびきメッセ負担金
※開催予定54件（国際11件・全国11件
、西日本1件、中国6件、合宿25件）

〇コンベンション開催支援補助　
〇コンベンション観光バス運行補
助
〇くにびきメッセ負担金

〇エクスカーションやユニークべニューの充実を
図ることで、誘致を促進する。
〇民間事業者や関係機関との連携を図り参加者の
消費拡大を図る。

〇主催団体や参加者のニーズを捉え、開催地とし
ての魅力を高める。
〇アフターコンベンションの消費拡大を図る仕掛
けづくりが必要。

松江市で開催されるコンベンションを誘致し
、地域経済の活性化を図る。

年間宿泊客数２５０万人、観光入込客数１，
１００万人を目指す。
※令和４年目標：宿泊客数、観光入込客数と
もに令和元年の８割を目指す

年間宿泊客数（
万人）

観光入込客数（
万人）

113

502

169

837

190

941

250

1,100

9,005

9,005
9,005 24,754

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

新たな層の観光客の開拓の強化

随時 大会開催団体に対する補助

負担金補助及び交付金 24,754

観光部観光振興課

24,754

24,754

24,754

計画目標に向けて進捗はやや遅れている3

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　コンベンション対策事業費令和4年度

補助・助成

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

観光客受入事業費

（数値目標の目標年度）
観光宿泊客数：2029(R11）年、観光入込客数：2029(R11)年

①エージェント旅行商品タイアップ事業
観光客の誘致と認知度向上を図る為、レイクラインや松江市の観光素材・旅行商品を旅行パンフレットな

ど募集媒体に掲載することを条件に、レイクラインの1日乗車券を提供する
②松江フィルムコミッション協議会負担金
松江市のイメージアップに繋がる映像や画像等を露出しロケ地巡り等観光客の誘客を図る為、松江市近郊

で行う映画、ドラマ等の撮影先や雑誌の取材先紹介及び同行してのサポート

〇レイクライン1日乗車券提供
　15商品
〇ロケ、取材の誘致・支援　47
件

〇レイクライン1日乗車券提供　目標30
商品
〇ロケ、取材の誘致・支援

〇レイクライン1日乗車券提供
〇ロケ、取材の誘致・支援

〇旅行会社への営業ツールとしてレイクライン乗
車券提供を効果的に活用
〇フィルムコミッション協議会構成団体等の連携
を強化し、誘致を促進する

〇旅行会社の商品造成、販売を促進することで誘
客を図る必要がある
〇映画やテレビ番組のロケ、メディアの取材のニ
ーズを把握する必要がある

旅行会社へのレイクライン１日乗車券提供に
よる旅行商品の販売促進、映画やテレビ番組
のロケ誘致による情報発信を通して誘客を図
る。

年間宿泊客数250万人、観光入込客数1,100万
人を目指す。
※令和４年目標：宿泊客数、観光入込客数と
もに令和元年の８割を目指す

年間宿泊客数（
万人）

観光入込客数（
万人）

113

502

169

837

190

941

250

1,100

3,345

3,345
3,345 13,416

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

新たな層の観光客の開拓の強化

随時

通年

通年

旅行会社への営業

JRとの連携

松江FCとの撮影支援等

役務費

負担金補助及び交付金

13,266

150

観光部観光振興課

13,416

13,416

13,416

計画目標に向かって概ね順調2

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　観光客受入事業費令和4年度

補助・助成

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

観光バリアフリー推進事業費

（数値目標の目標年度）年間宿泊客数：2029（R11）年、観光入込客数：2029（R11）年

松江バリアフリーツアーセンターを運営し、観光バリアフリーを推進するNPO法人プロジェクトゆうあいに
対して補助金を交付する。

〇松江バリアフリーツアーセン
ター運営補助
・バリアフリー状況調査・情報
発信
・観光関係者対象の研修実施
・旅行相談、介助コーディネー
ト 51件

〇松江バリアフリーツアーセンター運
営補助
・バリアフリー状況調査・情報発信
・観光関係者対象の研修実施
・旅行相談、介助コーディネート

〇松江バリアフリーツアーセンタ
ー運営補助
・バリアフリー状況調査・情報発
信
・観光関係者対象の研修実施
・旅行相談、介助コーディネート

〇松江バリアフリーツアーセンターや観光関係機
関と連携して取り組む

〇障がい者、高齢者等が快適に滞在できる環境づ
くりのため、ニーズや課題の把握が必要
〇バリアフリー観光地づくりのために観光関連事
業者の連携が必要

松江を訪れるすべての観光客が快適に過ごせ
る環境を整える。

年間宿泊客数２５０万人、観光入込客数１，
１００万人を目指す。
※令和４年目標：宿泊客数、観光入込客数と
もに令和元年の８割を目指す

年間宿泊客数（
万人）

観光入込客数（
万人）

113

502

169

837

190

941

250

1,100

800

800
800 800

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

新たな層の観光客の開拓の強化

通年 松江バリアフリーツアーセンター運営補助

負担金補助及び交付金 800

観光部観光振興課

800

800

800

計画目標に向かって概ね順調2

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　観光バリアフリー推進事業費令和4年度

補助・助成

第2次総合戦略



事業費計

事
業
の
目
的
と
目
標

項目（成果指標） 目標値

松江市総合計画

基本目標

基本施策

時期 実施内容

本事業に関する主要データ

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

KPI

目的（何のために）

事業名

目標（何を達成するのか）

事
業
概
要

事
業
計
画

達成度

数値目標

決算見込 当初予算
事業費

国・県支出金
地方債
その他
一般財源

財源
内訳

歳入合計

課
題

方
向
性

実施内容時期

所属

歳入・歳出の推移(単位：千円)

節名称 金額 節名称 金額

共創の状況

総合計画実施計画

閑散期誘客対策事業費補助金

（数値目標の目標年度）年間宿泊客数：2029（R11）年、観光入込客数：2029（R11）年

年間の観光入込客数1,100万人、宿泊客数250万人を達成するためには、梅雨時季や冬季などの閑散期の誘客
を強化する必要があり、官民で組織する松江市誘客推進協議会や（一社）松江観光協会とともに事業に取り
組む。

〇島根県と連携しての閑散期誘
客対策を実施
〇梅雨時期等天候が不順な時期
でも観光が楽しめる「縁雫事業
」を実施
〇松江市誘客推進協議会を中心
に、冬季を含む閑散期の誘客対
策を推進する。
〇玉造温泉を中心に「学生旅行
」の誘客とリピーター対策を実
施。

〇島根県と連携しての閑散期誘客対策
を実施
〇梅雨時期等天候が不順な時期でも観
光が楽しめる「縁雫事業」を実施
〇松江市誘客推進協議会を中心に、冬
季を含む閑散期の誘客対策を推進する
。
〇玉造温泉を中心に「学生旅行」の誘
客とリピーター対策を実施。

〇島根県と連携しての閑散期誘客
対策を実施
〇梅雨時期等天候が不順な時期で
も観光が楽しめる「縁雫事業」を
実施
〇松江市誘客推進協議会を中心に
、冬季を含む閑散期の誘客対策を
推進する。
〇玉造温泉を中心に「学生旅行」
の誘客とリピーター対策を実施。

〇目標達成に向けて重要課題として継続して実施
〇官民が連携して情報共有し、常に新たな視点で営
業戦略を実施する
〇ＳＮＳマーケティングの結果及び松江市誘客推進
協議会ワーキング会議の議論の結果をもとに、ター
ゲット層の見直し及びプロモーションを継続して行
う
〇年度当初から県・市・観光事業者等が連携して取
り組む

〇閑散期に旅行を行うターゲットに絞り込んだ効
果的なプロモーション
〇新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を講じ
た上でのプロモーション展開

年間の観光入込客数1,100万人、年間宿泊客数
250万人を達成するため、観光客の落ち込む梅
雨時期、冬期、平日の閑散期の誘客を強化す
る。

年間宿泊客数250万人、観光入込客数1,100万
人を目指す
※令和４年目標：宿泊客数、観光入込客数と
もに令和元年の８割を目指す

年間宿泊客数（
万人）

観光入込客数（
万人）

113

502

169

837

190

941

250

1,100

589

589
589 1,569

しごとづくり

世界中から松江に人が集まる

新たな層の観光客の開拓の強化

4～6月

通年

11月～

12～3月

梅雨の「縁雫」事業および平日の誘客対策

9月および平日の誘客対策

冬季誘客対策プロモーション

冬季誘客対策、学生旅行の誘客

負担金補助及び交付金 1,569

観光部観光振興課

1,569
537

1,032

1,569

計画目標に向かって概ね順調2

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3実績見込 R4計画 R5計画

R3 R4

R4スケ
ジュー
ル

R4節別当初予算額内訳（千円）

観光部観光振興課　閑散期誘客対策事業費補助金令和4年度

協議会

第2次総合戦略


